

StorageServer 

アブ U ケーシヨン 


Express 5800シリーズ用に用意されているソフトウェアについて説明します。 


ESMPRO/ServerAgent, Se「ve「Manage「(— 108ぺージ）.……31:〇「396361^/6「の統合的な管理をするアプリ 

ケーションです。インストールの手順や運用時 
の注意事項などについて説明します。 

Global Array Manager (―142ページ） . 31:〇「39636「ソ6「に搭載したディスクアレイコント 

□ーラや構築しているアレイディスクの保守•管 
理をするアプリケーションです。 

自動クリーンアップツール(—166ページ） . 自動的にアレイディスクのコンシステンシ（整合 

性）チェックをするアプリケーションです。 

Array Recovery Tool (—172ページ） . 不良ハードディスク （DEAD 状態)を検出すると自 

動的にリビルド、整合性チェックを行い、システ 
ムドライブを復旧させるアプリケーションです。 

MWA 〜 Management Workstation Application 〜い176ベージ) ..StorageServer 内蔵のコント □— ラと管理 PC 間で 

通信することにより、リモートで StorageServer 
を起動したり、 POST の実行画面の表示や BIOS 
セットアップユーティリティでの設定状態の表示 
などを行ラアプリケーションです。 

エクスプレス通報サービス（—180ページ） . 3的「39636「ソ6「に何らかの障害が発生したときに 

自動で保守サービスセンターへ通報するアプリ 
ケーションです(別途契約が必要です）。 

保守.管理ツール(―182ページ） .StorageServei^MS，. 管理用のアプリケー 

ションです。 

オフライン保守ユーティリティ （—187 ページ） . 〇 S が起動しないような重大な障害などが起きた 

ときに使用するユーティリティです。 

システム診断 (—189 ページ） . 31:〇「39636^^「専用のシステム診断ユーティリ 

ティです。 

フェイル • オーバー機能(—191ページ） . 〇 S の起動に失敗したときに自動的にバックアッ 

プ〇 S (ミラーリング〇 S) から起動させる機能で 
す。 
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ESMPRO/ServerAgent, ServerManager 

添付の CD-R 〇 MrNetwork Attached Storage CD-R 〇 M 」 には、 31:〇「39636「ソ6「システムを管理するアプ 
リケーシヨン 「 ESMPRO / Se 「 ve 「 Agent _^ V \> ドルされています。 ESMPR 〇 /ServerAgent と通信をして 
ネットワーク上の管理 PC から 31：〇「396361^/6「を監視するアプリケーシヨン「巳31\/^1^〇/361^/6「1\/|311396「」は 
「Express 5800 /StorageServer 保守 • 管理ツール CD - ROM 」 にバンドルされています。 

この項では 「 ESMPR 〇/36「ソ6「1\^阳96「」と旧31\/^卩〇/36「ソ6「み96巾」が提供する機能ゃ特長、運用時の注 
意事項について記載します。 



ESMPRO / ServerManager 、 ServerAgent は、サーバシステムの安定稼動と、効率的なシ 
ステム運用を目的としたサーバ管理ソフトウェアです。サーバリソースの構成情報 • 稼動状 
況を管理し、サーバ障害を検出してシステム管理者へ通報することにより、サーバ障害の防 
止、障害に対する迅速な対処を可能にします。 

• サーバ管理の重要性 

サーバの安定稼動を保証するためには、サーバ管理の負担を軽減する必要があります。 
_ サーパの安定稼動 

サーバの停止は、即、お客様の営業機会、利益の損失につながります。そのため、 
サーバは常に万全の状態で稼動している必要があります。万がーサーバで障害が発 
生した場合は、できるだけ早く障害の発生を知り、原因の究明、対処を行ラ必要が 
あります。障害の発生から復旧までの時間が短ければ短いほど、利益 (コス ト)の損失 
を最ノ」 v 限にとどめることができます。 

-サーバ管理の負担軽減 

サーバ管理には多くの労力を必要とします。とくにシステムが大規模になったり、 
遠隔地にあるサーバを使用しているとなればなおさらです。サーバ管理の負担を軽 
減することは、すなわちコストタ'ウン(お客様の利益)につながります。 

• ESMPRO/ServerManager、Server Agent とは？ 


ESMPRO / ServerManager ^ ServerAgent は、ネットワーク上の Express 5800シリー 
ズを管理•監視する サーバ 管理ソフトウェアです。本製品を導入することにより、 サー 
パの構成情報 • 性能情報 • 障害情報をリアルタイムに取得 • 管理 • 監視できるほか、ア 
ラート通報機能により障害の発生を即座に知ることができるようになります。 
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• ESMPRO/ServerManager 、 ServerAgent の利用効果 

ESMPR 〇 / ServerManager 、 ServerAgent は、多様化•複雑化するシステム環境におけ 
るさまざまなニーズに対して十分な効果を発揮します。 

-障害の検出 

ESMPRO / ServerAger^t Express 5800シリーズのさまざまな障害情報を収集 
し、状態の判定を行います。3抝「39636〜6「で異常を検出した場合、 ESMPRO / 
Se 「 ve 「 Manage 「'75— 卜通報を行います。 

-障害の予防 

ESMPR 〇 / ServerAgent は、障害の予防対策として、事前に障害の発生を予測する 
予防保守機能をサポートしています。筐体内温度上昇や、ファイルシステムの空き 
容量、ハードディスク劣化などを事前に検出できます。 

-稼動状況の管理 

ESMPR 〇 / ServerAgent は、 Express 5800シリーズの詳細なハードウエア構成情 
報、性能情報を取得できます。取得した情報は ESMPR 〇/ Se 「 ve 「 Marage 「を通して 
どこからでも参照できます。 

-分散したサーバの一括管理 

ESMPRO / ServerManagerS 、 ネットワーク上に分散したサーバを効率よく管理で 
きる GUI インタフェースを提供します。 


サーバ障害の検出 

ESMPRO / ServerManager , ServerAgent は障害につながる異常を早期に検出し、リアル 
タイムに障害情報を管理者へ通知します。 

• 早期に異常を検出 

万一の障害発生時には、 ESMPR 〇 / ServerAgent が障害を検出し、 ESMPR 0/ 
36「ソ6「1\/13旧98「へ障害の発生を通報(アラート通報)します。 ESMPRO/ServerManager 
は、受信したアラートをアラートビューアに表示するとともに、障害の発生したサー 
バ • サーバの構成要素の状態色を変化させることにより、一目で障害箇所を特定できま 
す。さらに障害内容や対処方法を参照することにより、障害に対して迅速に対応できま 
す。 

• 通報される障害の種類 

ESMPR 〇 / ServerAgent で通報される代表的な障害には、次のようなものがあります。 


StorageServer アプリケ—シヨン 
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通報区分 

通報内容 

CPU 

• CPU 負荷しきい値オーバ _ 

• CPU 縮退など 

メモリ 

ECC 1 bit エラー検出など 

電源 

• 電圧低下 
• 電源故障など 

温度 

筐体内温度上昇など 

フアン 

ファン故障(回転数低下)など 

スト レー ジ 

• ファイルシステム使用率 
• ハードディスク劣化 

LAN 

• 回線障害しきい値オーバー 

-送信リトライ，送信アボートしきい値オーバーなど 


サーバ障害の予防 

ESMPR 〇 / ServerAgent は、障害の予防対策として事前に障害の発生を予測する予防保守機 
能をサポートしています。 


ESMPRO / ServerManager , ServerAgent は、 StorageServerO.U ソースに 対して「しき 
い値」を設定できます。設定したしきい値を超えると、 ESMPR 〇 / ServerAgent は、 
ESMPRO / ServerManagei^x アラー トを通報します。 

予防保守機能は、ハードディスク、筐体内温度、 CPU 使用率などさまざまな監視項目に対し 
て設定できます。 


サーバ稼動状況の管理 

ESMPR 〇 / ServerAgent は、31:〇「396361^/6「のさまざまな構成要素を管理’監視します。 
巳31\/^8〇/36「ソ6「ム96巾が管理_監視する情報は、 ESMPR 0/ Se 「 ve 「 Manage 「 O 〒一々 
ビューアで参照できます。 

また、ハードディスク • CPU • メモリ • ファン-電源-温度といった、31：0「396361^/6「の信 
頼性を高いレベルで維持するために必要なものはすべて管理 • 監視します。 












分散した Sto 「 ageSe 「 ver \^ Exp 「 ess ,—7 (の一括管理 

ESMPR 〇/36「ソ6「1\/^1^96「が提供する優れた6111によリ、ネットワーク上のサーバを一括管 
理できます。管理画面はエクスプローラ形式になっておりサーバの各構成要素を階層的に表 
示するので、効率よく管理できます。 


ESMPR 〇 / ServerManagerTS 、 次の3種類の GUI を利用して31:〇「39636「ソ6「を管理しま 
す0 


• オペレーションウインドウ 

ネットワーク上に接続されているサー 
パのマップを作成し管理します。マッ 
プは、設置場所、組織、目的などによ 
り階層化できます。 


File Edit View エ ools Options help 

邑 1 Kj£i gaj ^ j ^) 

日相 MyConmunhy(comm1) 

Internet 
■ i .握 USA 

i i-ii Seatle 

i 01* Head.Office 
! $ H Staff 
| 丰 |^ Managers 


:由- 1^983 

£] {mm Factory' 
.田 IS Bronchi 
El \M San_F*andsa 
0 \A Sah.Lake.Cit; 
El |jk Lcs_Angel$ 

B \M New.Vork 
El (ift Miami 
s |td .APAN 
由回 EC 

|0 NetWareSeiver 



データビューア 

サーバリソースの構成情報をエクスプ 
□ーラ形式で表示します。また、異常 
となつた31：0「396361^/6「の構成要素の 
状態色を変化させることにより、障害 
箇所を容易に特定できます。 



RWU 梅 H IP フ * ロム*キャストア 
NT サー ハ *エー シント 
DMII- シ *i ント 

OS 名 （Management Console 用） 
OSA*—S^3>(Manaeement Console 用） 
本•ート番号 (Management Console 用〉 

サ-/^状態監視 


龙スト h : 叫 I a ァトトビュゴ 


才ぐレーンィ - し 


\\Ah3mU 1' 


アラートビューア 

各サーバの障害通報を一元管理しま 
す。31：0「39636「ソ6「で発生した障害 
は、ただちにアラートビューアに通報 
されます。管理者はネットワーク上の 
あらゆる障害をいち早く認識できま 
す0 


t : r»aaJW 

ファイル©編 I 


編集®表示⑻ツ-ル① U 7°( H ) 


■ - ln | x | 


»； Ib [ xI #| #*^ ?| L 


重要度 ： I ( すぺて） 


zl コン r - ネント:「(すべて） 


1 


■} ンステムドライア ' ONLINE Mylex System 

[ デがイス ONLINE Mylex Physical 
: 厶ドライア ' CRmCAL Mylex System 


□> ドレス 


I 製品名 


-彐ノステ i 

u 物理う 


Drive ] 

I Device ] 
Drive ] 

I Device ] 


全体 4 件.未読 2 件 


110.119 .0.22 1999/05/0611:21 ESMPRO/SM 
110.11 9.0.22 1999/05/0611：21 ESMPRO/SM 
110.11 9.0.22 1999/05/0611：20 ESMPRO/SM 
110.11 9.0.22 1999/05/0611：20 ESMPRO/SM 


r*_ir 厂 , 
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ESMPRO/ServerAgent 


ESMPRO / ServerAgenltt 、 31:〇「396361^/6「と巳31\/^1^〇/36「ソ6「1\/1311396「（管理ド0との間 
でエージエント（代理人）の役割をするユーティリティです。 

動作環境 

ESMPRO/ServerAgent を動作させることができるシステム環境は次のとおりです。 

• インストールする装置 StorageServei ^ M * 


• メモリ 

〇 S の動作に必要なメモリ十 13.0 MB 以上 

• ハードディスクの空き容量 

22.0 MB 以上 

• モデム 

モデムはページャ通報機能、 ALIVE 通報機能を使用 
する場合にのみ必要です。 

ALIVE 通報用モデム： 

COMSTARZ MULTI 56011 (コネクタ： D-SUB 25ピ 
ン） 

ALIVE 保守用指定モデム： 

COMSTARZ MULTI 56011 (コネクタ： D-SUB 25ピ 
ン） 

ページャ用指定モデム： 

AT コマンドを解釈するモデムであること （2400 bps 
以上)。ダイアル回線ではメッセージを送ることがで 
きません。プッシュ回線をご利用ください。 
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セットアップを始める前に 

セットアップの前に必ずお読みください。 

ESMPR 〇 / ServerAgent を動作させるためには TCP / IP と TCP / IP 関連コンポーネントの 
SNMP の設定が必要です。 

TCP / IP および SNMP の設定には「管理コンソール ( WebUI )」 を使用します。 

WebUK こついては40ページを参照してください。 


TCP/IP の設定 

WebUI を使用して TCP / IP の設定をします。 


SNMP サービスの 設定 

WebUI を使用して3的「39636「ソ6「にログオンし、 SNMP の設定をします。 

1 . WebUI を使用して StorageServer に接続する0 

2 . [メンテナンス]をクリックする。 

3 . [ターミナルサービス Advanced Client] をクリックする。 

4 . Administrator 権限を持つユーザーでログオンする。 

5 . [コントロールパネル]の[管理ツール]をダブルクリックする。 

6 . [管理ツール]の[サービス]を起動する。 

7 . サービスー覧から [SNMP Service] を選択し、[操作]メニューの[プロパティ]を選択する。 
[SNMP のプロパティ]ダイアログボックスが表示されます。 

8 . [トラップ]プロパティシートの[コミュニティ名]ボックスに 「public」 と入力し、[一覧に追加]ボ 
タンをクリックする。 


w-Oi^ 

ESMPR 0 /E 


ServerManager 側の設定で受信するトラップのコミュニティをデフオルトの 
「 public 」 から変更した場合は、 ESMPRO / ServerManager 側で新しく設定したコミュニティ 
名と同じものを入力します。 
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9 . [トラップ送信先]の[追加]ボタンをクリックし、 [ IP ホストまたは IPX アドレス]ボックスに送信先 
の ESMPRO / ServerManager マシンの IP アドレスを入力後、[追加]ボタンをクリックする。 

ESMPRO / ServerAgent からのトラップが ESMPRO / ServerManager に正しく受信されるように 
巳51\/^卩〇/361^6「1\/|311396「側の設定の受信コミュニティ名と£51\/^卩〇/361^61^\96111：側の設定の 
トラップとともに送信するコミュニティ名を同じに設定します。 

w-Oi^ 

トラップ送信先に指定されている相手 ESMPRO/ServerManager の IP アドレス（またはホス 
卜名）をマネージャ通報 ( TCP / IP ) の設定で指定した場合、重複していることを警告するメッ 
セージを表示します。同一の ESMPRO/ServerManager を指定するとアラートが重複して通 
報されます。 


10. く特定のホストからの SNMP バケツトのみ受信するように設定する場合〉 

[セキュリティ]プロパティシートを表示し、バケツトを受信するホストの IP アドレスとエージェ 
ントをインストールするサーバの IP アドレスとループバックアドレス （127.0. 0.1)を指定する。 



ESMPRO/ServerAgent をインス I ルするサーバの IP アドレスを指定しないと、 Mylex 
ディスクアレイコント□ーラの監視ができなくなります。 


<特定コミュニティからの SNMP バケットのみ受信するように設定する場合〉 

SNMP バケットを受け付けるコミュニティ名をデフォルトの 「 public 」 から変更する。 

w-OBM 

• コミュニティ名を変更した場合は、[コント□—ルパネル]から ESMPRO/ServerAgent 
のコミュニティ変更登録を行う必要があります。コミュニティの変更登録には[全般]タブ 
の [SNMP コミュニティ]リストボックスを使います。 


• ESMPRO/ServerManager からの SNMP バケツトを ESMPRO/ServerAgent 側で正 
しく受信できるようにするためには ESMPRO/ServerManager 側の設定の送信コミュニ 
ティ名と ESMPRO/ServerAgent 側の SNMP サービスが受け付けるコミュニティ名を同 
じにしてください。 

11. [セキュリティ]プロパティシートを表示し、[受け付けるコミュニティ名]の[編集]ボタンをク 
リックする。 

SNMP サービスのセキュリティ機能であるコミュニティの権利は、デフォルトで " READ ONLY " 
となります。コミュニティの権利が 11 READ 〇 NLY " の場合、 ESMPR 〇 / ServerManager からのリ 
モートシャットダウン機能やしきい値の変更機能が使用できません。これらの機能を使用する場 
合は、コミュニティの権利を 「READ CREATE 」、 または 「READ WRITE 」 に設定してください。 

12 . ネットワークの設定を終了する。 








ESMPRO / ServerAgent のセットアップ 

インストールされた巳31\/^1^〇/36「ソ6「八96111：の各種設定は出荷時の設定のままです。設定を 
変更するには WebUI を使用します。 

WebUK こついては40ぺージを参照してください。 

WebUI を使用して StorageServeiiZ： □グオンします。 

1 . WebUI を使用して StorageServer に接続する 0 

2 . [メンテナンス]をクリックする。 

3. [夕ーミナルサービス Advanced Client ] をクリックする 0 

4. Administrator 権限を持つユーザーでログオンする。 

5. [スタート]ボタンから[設定]—[コントロールパネル]をクリックする。 

[コント□—ルパネル]の [ESM PRO 
ServerAgent] アイコンをタブルクリック 
するとプ□パティダイアログボックスが表 
示されます。ダイア□グボックス内の各 
シートにある設定を使用する環境に合わせ 
てください。 

セットアップをする上で注意していただき 
たい点や、知っておいていただきたいこと 
がらについて、この後の「補足説明」で説明 
しています。セットアップをする際や、正 
しく動作していないのでは？と思われたと 
きに参照してください。 
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補足説明 

巳31\/^1^〇/36「ソ6「八96门1：を使用する際には次の点にっぃて確認してくださし、 


LAN 監視の通報について 

LAN 監視機能では一定時間内の送受信バケツト数とバケツト エラー 数により回線の状態を判 
断するため、一時的な回線高負荷状態の場合にも回線障害や回線高負荷を通報することがあ 
ります。 

すぐに状態回復が通報される場合は一時的な回線高負荷が発生したと考えられますので、特 
に問題はありません。 


コミュニティの権利について 

SNMP サービスのセキュリティ機能であるコミュニティの権利は、デフォルトで 1 ’ READ 
〇 NLY ” となります。コミュニティの権利が 1 ’ READ 〇 NLY n の場合、 ESMPRO / 
ServerManage 「からのリモートシャツトタ''ウン機能やしきい値の変更機能が使用できませ 
ん。これらの機能を使用する場合は、コミュニティの権利を 「READ CREATE 」、 または 
「READ WRITE 」 に設定してください。 


ESMPRO/ServerManager Ver .3.7 以前での監視について 


パージョン 3.7 以前の ESMPR 〇 /36「ソ6「1\/|3阳96「で監視する場合は、 監視できない項目があ 
ります。また、データビューアのディスクアレイ監視機能で不具合が発生する場合がありま 
す。必ずバージョン 3.8 以降の ESMPR 〇/36「ソ6「1\^门396「で監視を行ってください。 

ESMPRO/ServerManager Ve 「.3.8 は、 Express 5800 / StorageServer 保守 • 管理ツール 
CD - ROM に登録されています。管理 PC にインストールして利用してください。 


フロッピーディスクのファイルシステム監視について 

フ□ッピーディスクのファイルシステムは既定値で監視対象外となります。フ□ッピーディ 
スク上のファイルシステムを監視するには、コント□ールパネルの[ファイルシステム]シー 
卜で「フロッピーディスクを監視する」をチェックしてください。 

ただし、フロッピーディスクのファイルシステムを監視するときは、次の点に注意してくだ 
さい。 

• 一定時間おきにフロッピーディスクドライブにアクセスするので、アクセスランプが点 
灯します。アクセスランプはフロッピーディスクドライブに媒体を揷入していなくても 
点灯します。 

• スリープ機能をご利用になる場合、スリープが失敗することがあります。スリープに失 
敗した場合、再度、スリープを行ってください。 







ESRAS ユーテイリテイについて 

ESRAS ユーテイリテイは、巳31\/^1^〇/361^/6「八96门1:がインストールされた巳/口「6335800シ 
リーズにおいて動作する高信頼性機能が使用する各種ログの参照、印刷、ファイルへの出力 
および初期化を行うソフ ト ウェアです。 

ESMPRO/ServerManager Ver .3. 4以前の ESRAS ユーテイリテイを使用する場合、各種口 
グを参照できない装置があります。必ず ESMPRO/ServerManager Ver .3.8 以降の ESRAS 
ユーテイリテイを使用してください。 

ESMPRO/ServerManager Ve 「.3.8 は、 Express 5800 / StorageServer 保守 • 管理ツール 
CD - ROM に登録されています。そこに含まれる ESRAS ユーティリティを使用してくださ 
い。 


ページャ通報のモデムのセットアップ 

ページャ通報のモデムのセットアップは、以下の手順で行ってください。 

• モデム接続の確認 

<os 標準の八イパーターミナルを使用している場合 > 

① [コント□—ルパネル]の[モデム]アイコンをダブルクリックし、モデムをインストールする。 

② アクセサリグループの[八イパーターミナル]を立ち上げ、モデムと接続するか確認する。 

(3) キーボードから 「 AT 」 と入力し、<日门拍「>キ_を押す0 

④[〇 K ] が表示されるのを確認する。 

[〇 K ] が表示されず、 [0] が表示された場合はリザルトコードの表示形式を英語表示に変更して 
ください。 

く COMSTARZ MU じ H 560 を使用している場合〉 

① キーボードがら 「 ATV 1」 と入力し、 < Enter > キーを押す。 

② [〇 K ] が表示されるのを確認する。 

(3) キーボードがら 「 AT 」 と入力し、 < Ente 「> キーを押す。 

④[〇 K ] が表示されるのを確認する。 

必要に応じてこの設定をメモリにバックアップしてください。バックアップを実行せずに、モ 
デムの電源をオフにすると、変更した設定値は消えて、もとの値(この場合、リザルトコードの 
表示形式=数字）に戻ってしまいます。 

© キーボードがら 「 AT & W 」 と入力し、 < Enter > キーを押す 0 

⑥[〇 K ] が表示されるのを確認する。 
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• 設定ツール(アラートマネージャ）からページャ通報の設定 

①[コントロールパネル]の [ ESMPRO / ServerAgent ] アイコンをダプルクリックする。 

© [全般設定]プロパティから[通報設定]ボタンをクリックする。 

③ アラートマネージャの[設定]メニューから[通報基本設定]を選択する。 

④ [通報手段の設定]プロパティの通報手段リストから[ページャ通報]を選択して[設定]ボタンを 
クリックする。 

⑤ 使用するシリアルポートを選択する。 

© [0 K ] ボタンをクリックした後、[通報基本設定]ダイアログボックスを閉じる。 

⑦ [設定]メニューから[通報先設定]を選択する。 

⑧ ID リストがらページャ通報を選択して[修正]ボタンをクリックする。 

® [宛先設定]ボタンをクリックして電話番号を登録する。 

メッセージを送る場合はメッセージも登録します。[〇 K ] ボタンをクリックしてください。 

⑩[スケジュール]ボタンをクリックして、通報リトライ、通報時間帯を設定する。 

初期値は、5分間隔で72時間後までのリトライ、24時間通報可能になっています。設定を終え 
たら[〇 K ] ボタンをクリックします。 

⑪通報先が2力所以上ある場合は、通報先 ID を追加する。 

追加した場合、ツリーの監視イベントに通報先指定を追加してください。設定を終えたら、[通 
報先リストの設定]ダイアログボックスを閉じます。 

⑫[設定]メニューから[通報基本設定]を選択する。 

© [通報手段の設定]プロパティの通報手段リストにある[ページャ通報]の通報有効/無効ビット 
マップを有効(緑色）にする。 

以上で、ページャ通報ができるよラになります。 

アラート通報機能の設定は、オンラインヘルプ (ServerAgent ヘルプ）を参照してください。 


コミュニティの変更について 

ESMPR 〇 / ServerAgent 側の SNMP サービスのセキュリティ設定で、特定コミュニティから 
の SNMP バケットのみ受信するようにデフォルトの 「 public 」 から変更した場合には、 
ESMPR 〇 / ServerAgent に対してコミュニティの変更登録をしてく ださい。 

① [コントロールパネル]の [ ESMPR 〇 / ServerAgent ] のアイコンをダブルクリックする。 

② [全般設定]シートの [ SNMP の設定]にある [ SNMP コミュニティ名]リストボックスから任意のコ 
ミュニティ名を選択する。 

[ SNMP コミュニティ]リストボックスには受信対象のコミュニティ名の一覧が表示されます。 

③ [〇 K ] ボタンをクリックして終了する。 




ディスク交換前の確認作業 


アラート通報されていないディスクを交換する場合は、以下の手順で装置の番号を確認して 
ください。 

①コマンドラインから 「 regedt 32. exe 」 を実行する。 

「レジストリエディタ」が起動します。 

© 以下のサブキーを参照する。 

HKEY _ LOCAL _ MACHINE ¥ SOFTWARE ¥ NEC ¥ ESMAgent ¥ Storage¥Reset 

上記のレジストリキーの下に接続されている装置のサブキーがあります。このサブキー名の 
最後の数値が装置の番号です。 


シリアルポートについて 

ESMPR 〇 / ServerAgent は、シリアルポートを使用する機能が複数あります。 

これらの機能を使ラ場合、標準の2ポートだけでは不足する可能性があります。 

それぞれの機能で使用できるシリアルポートは以下のとおりです。 

UPS : C 0 M 1 〜1〇 

APCU : COM 1-2 

ALIVE 通報 ： COM 1〜9 

ALIVE 保守* : COM 1〜9 

ページャ通報 ： COM 1〜9 

* ALIVE 保守はリモートアクセスサービス （Remote 
Access Service ) を利用します。 

マネージャ通報 ( TCP / IP 〇 ut - of - Band ) でリモートアクセスサービスを利用する場合に使用 
できるシリアルポートは以下のとおりです。 

マネージャ通報 ( TCP/IP Out - of - Band ) : C 0 M 1 〜1〇 

このラち、シリアルポートを共有できるのは、以下の組み合わせだけです。 

• ALIVE 通報+ ALIVE 保守+ページャ通報 

ALIVE 通報時、 ALIVE 保守用のリモートアクセスサービスが停止させられます。 

ALIVE 通報を終了後、リモートアクセスサービスを開始します。 

ALIVE 保守が長時間シリアルポートを使っているとページャ通報ができないことがあり 
ます（ページャ通報時は RAS サービスは停止させられません)。 

• ALIVE 通報+ページャ通報 

どちらが一方の機能で回線を使用しているときはもう一方の機能は使えません。 

• ALIVE 通報+ ALIVE 保守 

ALIVE 通報時、 ALIVE 保守用のリモートアクセスサービスが停止させられます。 

• ALIVE 保守+ ユーザ 利用リ モー トアクセス サービス 
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VI -〇 • リモートアクセスサービスを使用するマネージャ通報 ( TCP/IP Out - of - Band ) は、他 
シリアルポートと共有すると障害情報が通知できない場合があります。共用は避けてく 
ださい。また、ユーザー業務や ALIVE 保守と ALIVE 通報でポートを共用した場合でも 
U モートアクセスサービスが停止し障害情報が通知できない場合があります。 

參ユーザーがリモートアクセスサービスを使用する場合は、 ALIVE 通報/保守用のリモー 
トアクセスサービスのシリアルポートとの共有は避けてください。共有した場合、ユー 
ザーがリモートアクセスサービス利用中でも、 ALIVE 通報時に強制的に切断し通報を行 
います。 


次にシリアルポートとデバイス（または機能)の組み合わせと必要となるモデムの数について 
示します。 ESMPRO / Se 「 ve 「 Managei ^^ J 〒一 卜監視については記載していません 0 


C0M1 

COM2 

COM3 

COM4 

モデム数 

APCU 

UPS 

ALIVE, PG 

RAS(M, U) 

2 

APCU 

UPS 

ALIVE 

RAS(M, U) 

2 

APCU 

UPS 

PG 

RAS(U) 

2 

APCU 

UPS 

ALIVE, PG, RAS(M) 


1 

APCU 

UPS 

ALIVE, RAS(M) 


1 

APCU 

UPS 

PG 


1 

APCU 

UPS 

RAS(U) 


1 

UPS 

ALIVE, PG 

RAS(M, U) 


2 

UPS 

ALIVE 

RAS(M, U) 


2 

UPS 

PG 

RAS(U) 


2 

APCU 

ALIVE, PG 

RAS(M, U) 


2 

APCU 

ALIVE 

RAS(M, U) 


2 

APCU 

PG 

RAS(U) 


2 

UPS 

ALIVE, PG, RAS(M) 



1 

UPS 

ALIVE, RAS(M) 



1 

UPS 

PG 



1 

UPS 

RAS(U) 



1 

APCU 

ALIVE, PG, RAS(M) 



1 

APCU 

ALIVE, RAS(M) 



1 

APCU 

PG 



1 

APCU 

RAS(U) 



1 

APCU 

UPS 




ALIVE, PG 

RAS(M, U) 



2 

ALIVE 

RAS(M, U) 



2 

PG 

RAS(U) 



2 

APCU 

UPS 

ALIVE, PG, RAS(M) 
PG 

RAS(U) 




1 

1 

1 

ALIVE, RAS(M) 




1 


PG: ページャ通報 
ALIVE: ALIVE 通報 


RAS(M): ALIVE 保守(保守管理利用リモートアクセスサービス） 
RAS(U): ユーザー利用リモートアクセスサービス 


COM 3 以上を使う場合は多回線ポードが必要です。 
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監視イベントの通報について 

• アラート通報機能はシステムのイベント□グに登録されたイベント情報を元に通報を 
行っています。そのためイベントビューアのイベント□グの設定にてイベントログの処 
理を[必要に応じてイベントを上書きする]に設定してください。それ以外の設定では通 
報がされません。 

• アラート通報機能の設定ツール（アラートマネージャ）の監視イベントツリーに登録され 
たイベントは 、 Alert Manager Main Service が起動していないとマネージャなどへ通報 
されません。また上記サービスが起動している場合でも、各通報手段の通報有効/無効 
フラグが無効になっていると通報されません。通報有効/無効フラグは、アラートマ 
ネージャの[設定]メニューから[通報基本設定]を選択し、[通報手段の設定]プロパティ 
で設定します。同様に、システム起動時に Eventlog サービスが起動以前に発生したイべ 
ントについては通報できません。 

籲アラート通幸 S 機能の設定ツール(アラートマネージャ）の[通報基本設定]—[その他の設定] 
において、シャットダウン開始までの時間を設定できます。初期値は20秒になっていま 
す。この値を初期値より短くした場合にシャットタ'ウン時の通報が行われない場合があ 
ります。 

• 監視対象イベントの通報時に通報障害が発生した場合、エラーメッセージがイベントロ 
グに登録されます。この通報時に発生するエラーメッセージを監視対象イベントとして 
新規登録してしまうと、通報時のエラーを再度通報してしまうことになり、障害復旧時 
に大量の通報が行われてシステムの負荷が高くなり、性能が低下することになります。 
特に下記アラート通報機能のサービスが出力するイベントは監視対象としないでくださ 
い0 

Alert Manager ALIVE ( S ) Service 
Alert Manager Main Service 
Alert Manager Socket ( S ) Service 
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ESMPRO / ServerAgent 使用中のディスクに関する作業について 


ESMPR 〇 / ServerAgent を使用中にディスク(ハードディスクや M 〇など)に対する以下のよ 
うな作業はできません。 

• ディスクアドミニストレータなどでのパーティシヨンのフォーマットや削除 
• MO 、 Zip 、 PD などのリムーバブルディスクのソフトウェアからのメディアの取り出し要求 

これらの作業は次の手順で行ってください。 

① WebUI を使用して StorageServer に接続する。 

© [メンテナンス]をクリックする。 

③[ターミナルサービス Advanced Client ] をクリックする 0 
© Administrate ) 「権限を持つユーザーでログオンする。 

⑤[スタート]ボタンがら[設定]-[コントロールパネル]をクリックする。 

© [コントロールパネル]の[サービス]を開く。 

⑦ 「 ESMCommonService 」 という名前のサービスを選択後、[停止]ボタンをクリックする。 

⑧ 「 ESMCommonService 」 の停止を確認後、[コントロールパネル]の[サービス]を閉じる。 

( D ディスク関連の作業を行う。 

⑩再び[コントロールパネル]の[サービス]を開き、 「 ESMCommonService 」 を選択後、[開始]ボタ 
ンをクリックする。 

⑪ 「 ESMCommonService 」 の開始を確認後、[コントロールパネル]の[サービス]および[コントロー 
ルパネル]を閉じる。 


メモリ エラーのアラーム について 

メモリエラーのアラームがトラップとしてマネージャへ通報される場合に、マネージャ側の 
アラートビューアのバンク ID の欄が空白になります。 ESMPR 〇 / ServerAgent 側のイベント 
ログ 内に同 アラーム に関する情報が格納されています。その内容を確認し保守員に連絡して 
ください。 


しきい値について 

ESMPRO / ServerManager からファン/電圧監視などのしきい値の表示/設定を行えないも 
のがありますが、 ESMPR 〇 / ServerAgent は監視を行っており、異常が発生した場合はア 
ラートを発生します。 


アラー トについて 

アラートビューアで表示されるアラートの詳細情報は、アラートによって一部の情報が r 不 
明」と表示されるものがあります。 







ソフトウェア ALIVE 、 ページャオンラインの表示情報について 

システム環境情報画面の RAS 情報の表示画面でソフトウェア ALIVE 、 ページャオンラインの 
表示は、ソフトウェア ALIVE 、 ページャオンラインの有効•無効にかかわらず常に「不明」と 
表示されます。 


Win 32 SL サービスのイベント□グ出力について 

Win 32 SL サービスにアクセスしているモジュールを停止した場合等、 Win 32 SL サービスは 
アプリケーシヨンイベント□グに以下のメッセージを出力する場合があります。機能に影響 
はありません。 


ソース 

種類 

イベント ID 
説明 


win 32 slService 


38 


応答のない MA を登録削除中 


CPU 負荷監視の警告イベントログについて 

システムの一時的なリソース不足や高負荷率などが原因で、〇 S からパフォーマンス情報が 
取得できないことを検出した場合に ESMPR 〇 / ServerAgent では以下のイベントログを登録 
しますが、システムの運用に特に問題はありません。 


ソース 

種類 

イベント ID 
説明 


ESMCpuPerf 

情報 

9005 

システムのパフオ- 

( Code = xxxx ) 


-マンス情報が取得できない状態です 


なお、情報が取得できない場合には、負荷率は096として扱ラため、連続して情報が取得で 
きない事象が発生した場合、 CPU 負荷率は実際値よりも低く表示される場合があります。 


フアンステータスについて 

ファンに異常が発生した場合、巳31\/^卩〇/36^^「1\/|3阳96「の3~1\/^データビューアと01\/|1 
データビューアで表示されるステータス(色)が異なりますが、どちらともハードウェア的な 
ファンの異常を示しています。サーバ内部で該当するファンの状態を確認してください。 


電源ユニットステータスについて 

電源ユニットに異常が発生した場合、 ESMPR 〇/36「ソ6「1\/|3阳96「の3问1\/^データビューア 
と DMI データビューアで表示されるステータス(色)が異なりますが、どちらともハードウェ 
ア的な異常を示しています。サーバ内部で該当する電源ユニットの状態を確認してくださ 
い。 
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ESMPRO/ServerManager 


ESMPR 〇 / ServerAgent がインストールされた3的「39636「ソ6「の運用と管理は管理卩(：から 
ESMPRO / ServerManagei^—m して行います。 


H -〇 本装置では Remote Wake Up 機能 （Wake On Lan ) を使用して、 ESMPRO / 
ServerManager マシンからサーバの電源投入 (Remote Wake Up 機能)を行うことがで 
きます。この機能を使用するためには、 ESMPRO / ServerManager マシン上のオペレー 
シヨンウィンドウで監視対象サーバのプ □パティ画面を起動し、 Remote Wake Up 機能 
MAC アドレスと Remote Wake Up 機能 IP ブロー ドキャストアドレスに値を設定する必 
要があります。詳細については 、 Remote Wake Up 機能のオンラインヘルプを参照して 
ください。 


動作環境 

ESMPR 〇を動作させることができるハードウェア/ソフトウェア環境は次のとおりです。 

n -〇 製品ライセンスについて 

ESMPRO / ServerManager は 、 Windows 2000 、 Windows NT 4.0 、Windows 
95/98/ Me 上で動作しますが、 1 ライセンスにつき、1つの OS 上でのみ使用可能です。 


• 八ードウエア 

—インストールする装置 


—メモリ 

-ハードディスクの空き容量 
— モデム 

• ソフトウェア 


本装置または他の Exp 「 ess 5800/50、 10〇シ 
リーズ 

NEC PC 98- NX シリーズ 
NEC PC - 9800シリーズ 

PC / AT 互換機 （Pentium II 以上のマイク□プロ 
セツサを推奨） 

〇 S の動作に必要なメモリ十20.0 MB 以上 

70 MB 以上(詳細については126ページを参照） 

モデムはページャ通報機能、 ALIVE 通報機能を使 
用する場合にのみ必要です。 

Windows Me /98/95 
Windows 2000 

Windows NT 4.0 (Service Pack 4 以上） 

• Windows 95/98/ Me 上では、 
Systems Management Server 
( SMS ) および ARCserve との連携機 
能は使用できません。 

• Windows NT Server 4.0 Terminal 
Server Edition および Windows 
2000 Server , Advanced Server 
のターミナルクライアント上では 
ESMPRO/ServerManager は動作 
しません。 
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• 推奨管理台数 1つの£31\/^6〇/361^^「1\/13旧96「で管理できる 

サーバの台数に制限はありませんが、運用上、管 
理できるサーバの台数の目安として、以下の値を 
参考としてシステムを構築してください。ただ 
し、システムに搭載しているメモリ容量や 
巳31\/^卩〇/36「ソ6「1\/1311396「と同時に動作させる 
アプリケーシヨンの有無によって管理できるサー 
パの台数が減少する場合があります。 

Windows 2000 /Windows NT : 250台程度 
Windows 95/98/ Me : 100台程度 


セットアップを始める前に 

インストールならびにセツトアップの前に必ずお読みください。 


ネットワークサービスの設定 

プロトコルは TCP / IP を使用します。 TCP / IP が正常に動作するように設定を行ってくださ 
い。 NetWare サーバの管理を行ラ場合は、さらに、 NetWare クライアントとして使用するた 
めに必要なプロトコルの設定を行ってください。 


セキュリティの設定〜 ESMPR ◦ユーザーグループの設定〜 

• Windows NT 4.0 で動作するコンピュータにインス I ^ールする場合 

管理ツールの[ユーザマネージャ] で 巳3|\/^1^〇/36「ソ6「1\/|3门396「を使用するためのセキュ 
リティと して ESMPR 〇 ユーザーグループを 追加す る 必要があります。 

• Windows 2000で動作するコンピュータにインス I ルする場合 

管理ツールの[コンピューターの管理] _[ □一カルユーザーとグループ]—[グループ]で 
ESMPR 〇/36「ソ6「1\/|3阳96「を使用するためのセキュリティとして巳31\/^卩〇ユーザーグ 
ループを 追力□する必要があります。 

これらの場所で設定したグループ名（デフォルトは 「 NvAdmin 」） をインストール時に指定して 
ください。 

I n -0 ESMPRO ユーザー グループをグ □ー バルグループとして登録する場合は、同じ名前の □一 
カルグループが存在しないようにしてください。また、バックアップドメインコント□ーラ 
の場合は必ずグローノ (ルグループを指定するようにしてください。 
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インストール時に必要なディスク容量の確認 

巳31\/^8〇/36〜6「1\/|3阳96「をインス I ルするハー ドディスクには、約 70 MB の 容量が必要 
です。 

ただし、インストールを行うドライブのクラスタサイズによって実際に必要なディスク容量 
は変化しますので注意が必要です。 

またインストール時には、上記のディスク容量に加えて環境変数 TEMP で示されるディレク 
トリに作業用ファイル(約 1 0 MB ) が作成されます。 

環境変数 TEMP が設定されていない場合は、任意のディレクトリ（通常はシステムディレク 
トリ）に作業ファイルが作成されます。 


運用中に必要なディスク容量の確認 

インス I -ール時に指定したディレクトリに十分な空き容量を用意して使用してください。デ 
フォルトでは、システムドライブの 「¥ P 「 og「am Files ¥ ESMPRO 」 が設定されています。 
運用時に追加されるファイルには以下のものがあります。必要となるディスク容量を計算す 
るときの目安にしてください。 

• 統計情報自動収集 

対象サーパに ESMPRO/ServerAgent Ver .3.0 以降がインス I ルされている場合は1回 
の情報収集につき約 20 KB のディスク容量が必要です。 

対象サーバに ESMPR 〇 /ServerAgent Ver .2.6 以前がインストールされている場合は1 
サーバにつき約 1 MB のディスク容量が必要です。 

• アラート 情報 

アラート1件につき、約 1 KB のディスク容量が必要です。 

• その他 

オペレーションウインドウ上に登録されたサーバの管理のために上記以外に約10 MB の 
ディスク容量が必要です。 


旧パージョンの ESM ( PRO )/ ServerManager がすでにインストールされている場合 

ESM/ServerManager Ver . 2.0/2. 1、または ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「 Ve 「. 2.6/3.0〜 3.7 
がインストールされている場合は、 ESMPRO/ServerManager Ver .3.8 にアップデートイン 
ストールすることができます。ただし、\/6「.2.6以前の巳31\/^1^〇/36「ソ6「1\/|3旧96「の場合 
は、 アラー トデータが引き継がれません。 

上記以外のパージョンの 巳31\/^6〇/36「ソ6「1\/13旧96「がインス トールされている 場合は、対応 
するバージョンのセットアッププ□グラムを使用してアンインス I -ールした後にインストー 
ルをしてください。 






サービス名⑻ 


Alert Manager Socket Cm Se". 


M 

聞始 

こ:卜 

閉始 

閉始 


Dmi Event Watcher 
ESM Alert Service 
ESM Base Service 
ESM Command Service 
ESM Remote Map Service 
ESM/SM Base Service 
ESMPRO/SM Base Service 


最大レジストリサイズの設定 

Windows NT Workstation で動作するコンピュータにインストールする場合には、レジス 
トリサイズを十分なサイズに変更する必要があります。最大レジストリサイズを1 2 MB 程度 
に変更してください。最大レジストリサイズは、[コントロールパネル]の[システム]で変更 
できます。 

ただし、巳31\/^1^〇/361^/6「1\/|3旧96「のインストール中にレジストリクォータ不足のメッセー 
ジが表示された場合は、最大レジストリサイズをさらに大きな値に変更してください。その 
後、巳31\/^1^〇/361^/6「1\/13门396「をアンインストールして、再度 ESMPRO/ServerManager 
をインストールしてください。 


インストール 

巳31\/1卩1^〇/361^6「1\/13旧96「のインストールは Express 5800 / StorageServer 保守 • 管理 
ツール CD - R 〇 M の 「Install Menu 」 から行います。 


インストール前の注意事項 

インストールを始める前に次の注意事項をお読みください。 


• Windows 95/98/ Me の場合 

すでに ESMPR 〇 / Netvisor がインストール済みである場合は、 ESMPR 〇/ 
36「ソ6「1\/|3旧96「のインストールを行う前に、次の手順に従って ESMPR 〇 / Netvisor の 
サービスを停止させてください。サービスの停止を行わなくてもインストールできます 
が、セットアッププ□グラムの起動にかなりの時間がかかることがあります。 

1. スタートボタンから、[プログラム]- [ ESMPR 0] の順でポイントし、[サービス制御]をクリック 
する。 

[サービス制御]ダイアログボックスが表示されます。 

2 . —覧に表示されているすべてのサービス 
を停止させる。 







閉じる凶 


ヘル r ( M ) 


他の ESMPR 〇製品を同じマシンにインス I -ールする場合 

他の ESMPR 〇製品の中には、インストール時に、 ESMPR 〇/36「ソ6「1\/|3旧96「に含まれるコ 
ンポーネント（統合ビューアなど）との連携情報を登録するものがあります。 
巳31\/^6〇/36「ソ6「1\/1311396「を後にインストールするとこの連携情報が登録されないことにな 
るため、巳31\/^1^〇/36「ソ6「1\/13旧阳「のインストールを先に行ってください。 


la サービス制御 


截勒勖勖觔勖勒 

0 US 白§白白白§ 
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• Windows 2000 /Windows NT 4.0 の場合 

すでに存在するディレクトリにインストールする場合、そのディレクトリに ESMPRO / 
361^^「1\/13旧96「が動作するのに必要なアクセス権が設定されていないと正常に動作でき 
なくなります。 

存在しないディレクトリに ESMPR 〇/36「ソ6「1\^旧96「をインス I ルする場合は次のア 
クセス権がインストーラによって設定されます。 


Administrators 

Everyone 

NvAdmin * 

SYSTEM 


Full Control ( AII )( AII ) 
Read ( RXXRX ) 

Full ControKAIlA ® 
Full Control ( AII )( AII ) 


* インス I -ール時に指定した ESMPR 〇ユーザグループ名となります。 


• アップデートインス!-ールについて 


すでに ESMPRO / ServerManagei^V 
ンストールされている場合は、システ 
ムの調査終了後に右のメッセージが表 
示されます。画面の指示に従って処理 
してください。 

なお、上記以外のバージョンがインス 
卜ールされている場合にはアップデー 
トインストールは行えません。対応す 
るバージョンのセットアッププ□グラ 
ムを使用してアンインス I -ールした後 
にインストールを行ってください。 




藏 K 於溫れぼまも 




い L 反叫 


インストール手順 

1. Windows 2000 /Windows NT 4.0 の場合は、 Administrators 権限を持つユーザーでログオンす 
る0 

2. rExpress 5800/ StorageServer 保守-管理ツール CD - R 〇 M 」 を CD - ROM ドライブにセットす 
"〇) 〇 

本体に接続された CD - ROM ドライブ、またはネットワーク上で共有された CD - R 〇 M ドライブで 
もかまいません(以下、これらをまとめて「 CD - ROM ドライブ」と呼ぶ)。 



ネットワーク上の CD - ROM ドライブから実行する場合は、ネットワークドライブの割り当てを 
行った後、そのドライブの 「¥ IMENU ¥1 ST . EXE 」 を実行してください。エクスプローラのネッ 
トワークコンピュータからは起動しないでください。 


Autorun 機能により [Install Menu ] が自動的に表示されます。 














3. [ ESMPR 〇]をクリックする。 

ESMPR 〇セットアップが起動し、メイン 
メニューが表示されます。 


4. ESMPR 〇セットアップのメインメニュー 
で [ ESMPRO / ServerManager ] を選択す 

句 〇 

〇 s の種類に合わせて、選択できるメ 
ニューが変わります。（インストールで 
きないものは、グレー表示になります） 



w-Ol 


ダブルクリックでメニューを選択すると同じダイアログボックスを2つ表^"、することがあり 
ます。[終了]ボタンをクリックしてどちらか一方のダイア□グボックスを閉じてください。 

セットアップの実行中に[キャンセル]ポタンをクリックすると、インストールを中止する 
かどうかをたずねる メッ セージが表、されます。 メッ セージポ ッ クスで[中止]ポタンをク 
U ックするとインストールを中止できます（メインメニューは表示されたままです）。ただ 
し、途中までセツトアップされたファイルの削除は行われません。 


5. [インストール]をクリックし、[次へ]ボ 
タンをクリックする。 


以降はダイアログボックス中のメッセー 
ジに従って操作を進めてください。 

セツトアップが終了するとインストール 
の完了を知らせるダイアログボックスが 
表示されます。 



6 . [〇 K ] ボタンをクリックし、システムを再 
起動する。 
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補足説明 

巳31\71卩1^〇/36^^「1\/131196「をィンストールした場合は、次の点について確認してください。 


ディスクアレイ監視について 

ESMPRO/ServerManageiH Mylex 、 AMI のディスクアレイシステムを監視できます。た 
だし、コンフィグレーションの変更などの管理は、ディスクアレイシステム専用の管理ツー 
ルをご利用ください。ディスクアレイコント□ーラごとの管理ツールは次のとおりです。 


型名 

ディスクアレイコント□ーラポードの種類 

管理ツールの種類 

N 8503-12 

Mylex DAC 960 PDU 


N 8503 -18 

SCSI コントローラ(ディスクアレイ用） 


N 8503-19 

Mylex DAC 960 PG (4 MB SIMM ) 


N 8503 -28 

Mylex DAC 960 PG (32 MB SIMM ) 


N 8503 -36 

Mylex DAC 960 PJ 


N 8503 -36 A 

Mylex DAC 960 PJ 

Global Array Manager ( Client ) 

N 8503 -43 

Mylex DAC 1164 P (3 チヤネル） 


N 8503 -44 

Mylex DAC 960 PTL 


N 8503 -49 

Mylex DAC 1164 P (2 チヤネル） 


N 85〇 3-53/ 
N 8 103-53 

Mylex AcceleRAID 352 



本体内蔵ディスクアレイコントローラ 


N 8503-60 

AMI MegaRAID Elite 1500 


N 8503-60 A 

AMI MegaRAID Elite 1500 

Power Console Plus 

N 8503 -61 

AMI MegaRAID Enterprise 1500 



表は ESMPR 〇がサポートするディスクアレイコントローラボードです。 

各装置がサボートするディスクアレイコントローラボードと異なる場合があります。 


旧バージョンの ESM エージエントの管理を行う場合 

この 巳31\/^1^〇/381^/6「1\/|3旧96「で旧バージョンの巳31\/^1^〇/381^/6「八96门1：を使用している 
サーバも 管理できます。ただし、表示できない項目があります。 
ESMPR 〇/ Se 「 ve 「 Agent 側も最新バージョンにアップデートすることをお勧めします 0 






















セキュリティについて (Windows 2000 /Windows NT 4.0 のみ） 

巳31\/^卩〇/36〜6「1\/|3旧96「を使用するためのセキュリティとして、 ESMPR 〇ユーザーグ 
ルーフ。を設定してください。管理ツールのユーザーマネージャで ESMPR 〇ユーザーグルー 
プを作成し、 ESMPR 〇/ Se 「 ve 「 Marage 「を使用するユーザに、この権限を与えてください0 
使用する ESMPR 〇ユーザーグループはインストール時に指定し、デフォルト 「 NvAdmin 」 と 
なっています。 

また、このセキュリティを有効に機能させるために ESMPRO / ServerManageraNTFSO ド 
ライブにインストールすることを推奨します。 

ESMPR 〇ユーザーグループをグローバルグループとして登録する場合は、同じ名前の口一 
カルグループが存在しないようにしてください。また、バックアップドメイン コン ト ローラ 
の場合は必ずグローバルグループを指定するよラにしてください。 


他社製 SNMP 管理アプリケーションとの共存について 

SNMP トラップの受信を行う他社製 SNMP 管理アプリケーションと ESMPR 〇/ 
36「ソ6_3阳96「とが共存している場合は、トラップ受信ポートの競合が発生し、どちらが一 
方の製品で SNMP トラップを受信できなくなることがあります。そのような場合は、下記に 
示す方法で回避することができます。 


【回避策1】 （Windows 2000/Windows NT 4.0 のみ） 

他社製 SNMP 管理アプリケーションが〇 S 標準の SNMP Trap Service を使用したトラッ 
プ受信をサポートしている場合は、 ESMPR 〇/36「ソ6_3旧96「の設定を次に説明する方 
法で変更することで回避することができます。 

巳31\/^1^〇/361^/6「1\/|31^96「の才ぺレーションウィン ドウから[オプション] — [カスタ マ 
イズ]—[自マネージャ]で [ SNMP トラップ受信方法]を [ SNMP トラップサービスを使用 
する]に変更する。 

SNMP トラップサービスは SNMP サービスを組み込むことで同時に組み込まれますが、 
\~ tW ] 初期状態ではサ—ビスは開始していません。コントロールパネルのサービスを起動し、 
SNMP Trap Service を開始させてくださしヽ(スタートアップの種類を[自動]に設定して 
おくと便利です)。 

ただし、以下の制限があります。 

• NetWare サーバからの IPX プロトコルによるトラップを受信した場合、発信元のホス 
卜名（サーバ名）を特定できません。 

• オペレーションウィンドウの[オプション] — [カスタマイズ]—[動作環境]で設定す 
る、 SNMP コミュニティ名によるトラップバケットの受信制限機能が使用できなく 
なります。 
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【回避策2】 


次に説明する ESMPR 〇 / ServerAgent の「高信頼性通報機能*」を使うと、 ESMPRO / 
Se 「 ve 「 Manage 「075— 卜受信機能を正常に動作させることができます0 

• サーバから ESMPR 〇 / Se 「 ve 「 Manage 「'075— 卜転送を独自プロトコルで送信す 
ることにより、アラートを確実に転送する機能。設定手順については ESMPRO / 
36「ソ6「1\/1311396「のマニユアルを参照してください。 

ただし、以下の制限があります。 

• 他社製 SNMP 管理アプリケーションの SNMP トラップ受信機能の動作は保証できま 
せん。 

• ESMPR 〇 / Se 「 ve 「 Agent ( NetWa 「 e 版)では高信頼性通報機能をサポートしていませ 
ん〇 

• ESM/SM Ver .1.0 のエージエントでは高信頼性通報機能をサボートしていません。 

• アラート通報先として設定可能な数はエージエントのバージョンによります。 

Ver .2.0/2.1: 1力所 

Ver .2.6: 16力所 

Ve 「.3.0 〜 3.8: 制限なし 


ESMPRO/ActiveRecoveryManager および CLUSTERPRO/ 
ActiveRecoveryManager との共存時の運用について 

同ーマシンに Active Recovery Manager の仮想 IP アドレスを使用するプ□グラムと 
巳31\/^1^〇/361^/6「1\/|3门396「が共存する場合は、巳31\/^1^〇/361^/6「1\/|3旧96「が正常に動作で 
きないことがあります。巳31\/^6〇/361^^「1\/13旧96「を使用するときには仮想1卩ァドレスを使 
用するプログラムを停止してください。 


Remote Wake Up 機能を用いて起動されるシステム側の運用上の注意 

Remote Wake Up 機能を利用してシステムの電源を〇 N にするとき、システムの起動ドライ 
ブが正しく設定されていなかったり、フ□ッピーディスクドライブにフ□ッピーディスクが 
投入されたままの状態になっている場合にはシステムが起動できない場合があります。 


サスペンド/リジューム機能を要するマシンでの動作について 

サスペンド/リジューム機能を使用すると、 ESMPR 〇/36「ソ6「1\/13旧96「の動作が不安定にな 
る場合があります。この場合はサスペンド/リジューム機能を使用しないでください。 


Windows からログオフする場合 

データビューアを停止後□グオフしてください。データビューアを起動したままの状態で口 
グオフすると、ポップアップメッセージが表示される場合がありますが、メッセージを閉じ 
ると□グオフすることができます。 
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データビューアからの DMI による電圧のしきい値設定について 

データビューアから DMI による電圧のしきい値設定を行う場合、操作が完了してから設定が 
反映されるまでに多少時間がかかることがあります。 

また、 DMI コンポーネントがインストールされたマシンが電圧のしきい値設定に対応してい 
ない場合、しきい値設定に失敗します。 


グラフビューアの動作について 

グラフビューアを起動後すぐに最小化して、タスクバー上のグラフビューアのアイコンをク 
リックしても、警告音が鳴り、グラフビューアが元のサイズに戻らないことがあります。こ 
の現象はグラフビューアの初期化処理中に発生しますが、何回か操作を繰り返せば元のサイ 
ズに戻すことができます。 


ESMPRO / ServerManager 間通信での DMI イベントの転送について 

巳31\/^8〇/36「ソ6「1\/^396「間通信では01\/||ィべントは転送しません。 


他の DMI 管理アプリケーションとの共存について 

他の DMI 管理アプリケーションが同ーマシンにインスIルされている場合、データビュー 
アでの DMI 情報の表示やアラートビューアでの DMI イベントの受信が正常に動作しないこと 
があります。 ESMPR 〇/36「ソ6「1\/|31^96「と他の01\/|1管理ァプリケーションは共存させなぃょ 
うにしてください。 


複数のネットワークに属する ESMPRO / ServerManager マシンでの 
DMI イベントの受信について 

複数のネットワークに属する(複数の IP アドレスを持つ)マシンに ESMPRO/ServerManager 
をインストールした場合、 Windows NT 4.0 では同じイベントを重複して受信することが、 
Windows 95/98/Me ではイベントを受信できないことがあります。 

Express サーバ/ワークステーションからの障害通報には SNMP トラップを使用してくださ 
い。 


複数のネットワークに属する ESMPR 〇 / Serve 「 Agent マシンからの 
DMI イベントの受信について 

複数のネットワークに属する(複数の IP アドレスを持つ)マシンからの DMI イベントは受信で 
きないことがあります。 

Express サーバ/ワークステーションからの障害通報には SNMP トラップを使用してくださ 
い。 
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DMI コンポーネントのインス I -ールされたマシンの管理について 


ESMPRO/Se「ve「Managei1^DMTF(Desktop Management Task Force) が規定している 
DMI (Desktop Management lnterrace)2.0 Conrormance Requirements (こ対 J 心してし、ま 
す0 


データビューアでは以下の MIF グループから情報を取得しています。 


DMTF!Processor|001 -009 

DMTF|System Memory Settings [001 

DMTF | Motherboard |001 

DMTF|Keyboard!001-003 

DMTF|Mouse 1001-004 

DMTFjPointing Device|001 

DMTF|Parallel Ports!001-003 

DMTF|Serial Ports! 001-004 

DMTF|Disks|001-003 

DMTF|General Information! 001 

DMTFj Memory DevicejO01-004 

DMTFjMemory Array Mapped Addresses!001-002 

DMTF|Memory Device Mapped Addresses!001-002 

DMTF|Physical Memory Array | 〇〇 1-002 

DMTF|Operating System! 001 

DMTF|Physical Container Global Table|001-002 

DMTFlSystem BlOSjOOl 

DMTFlSystem Cache[001-003 

DMTF|System Slot|001-004 

DMTFjVideo BIOS|001 

DMTF|Video|001-004 

DMTF|Network Adapter 802 Port! 001 

DMTF [Network Adapter Driver! 001 

DMTF|Power Supply|001-002 

DMTF|Cooling Device! 001 -002 

DMTF|Disk Controller|001-002 

DMTF|Disks Mapping Table| 〇〇 1 

DMTF|FRU!001-002 

DMTF [Operational State! 001-003 

DMTF!Mass Store Mapping Table! 001 

DMTF|Mass Store Segment Table! 〇〇 1 

DMTF|Mass Store Logical Drives Table|001 

DMTF|Mass Store Array Info Table! 〇〇 1 

DMTF|Bus Global Table|001- 002 

DMTF|Physical Expansion Sites Table|001-002 

DMTFj Power Unit Global Table! 〇〇 1 

DMTF|Cooling Unit Global Table! 〇〇 1 

DMTF j Partition j 001-002 

DMTF [Logical Drives|001 

DMTF|Temperature Probe|001 

DMTF [Voltage Probe|001 

DMTF|Physical Memory | 〇〇 1-002 

DMTF|Monitor Resolutions!002 

DMTF|Dynamic States[001-002 

DMTF|Portable Battery 1001-002 

DMTFlSystem Resources|001 

DMTFlSystem Resources 21001 

DMTFlSystem Resource IRQ Info1 001 

DMTFlSystem Resource DMA lnfo|001 

DMTFlSystem Resource I/O lnfo|001 


DMTFlSystem Resource Memory Info1 001 
DMTFlSystem Resource Device lnfo|001-002 
Health Contributor!Disk Space! 001 
Health Contributor!Disk Failure Prediction [001 
Health Contributor!Parity Error Detection! 001 
Health Contributor!Virtual Memory|001 
Health Contributor!Fans|001 
Health Contributor| Temperatures|001 
Health Contributor j Voltages j 001 
Health Contributor!Intrusion Detection1 001- 
002 

Health Contributor!POST Error Detection! 001 

Health Contributor!Boot Virus Detection [001 

Intel!Baseboard Extensions! 001 

Intel!Memory Controlleri 001 

Intel!Video Extensions!001-002 

Intel!Driver Info 1001 -002 

Intel! Mouse Extensions j001-002 

Intel!Keyboard Extensions1 001 -002 

Intel!Waveform Audio|001-002 

lntel|MIDI AudiojO01-002 

Intel!Auxiliary Audio!001-002 

Intel [Driver Information! 002 

I ntel j GetOST y pe| 001 

Intel! GetOSVersion[001 

Intel! EnvironmentVars|001 

lntel!NTUserEnvironmentVars|001 

Intel! WinT asks 16 j 002 

Intel! WinTasks 321002 

Intel 丨 P 「 ocessUst| 〇〇 2 

Intel! NTDrivers | 〇〇 1-002 

Intel! DeviceDriverChain! 002-003 

Intel 丨 Driver Extensions! 〇〇 1 

lntel!TCPIP|001 

lntel|NetConnections|001 

Intel!System Resources Extensions|001 

LANDesk j Software ； 001 






アラートビューアでは以下の MIF グループの Event を受信します。 


EventGeneration! DMTF AA C 〇〇 li 门 g Device 
EventGeneration!DMTF AA Disk Controller 
EventGeneration! DMTF AA Disks 

EventGeneration | DMTF AA Mass Store Logical Drives Table 
EventGeneration | DMTF AA Physical Container Global Table 
EventGeneration | DMTF AA Physical Memory Array 
EventGeneration!DMTF AA Power Supply 
EventGeneration! DMTF A 八 Processor 
EventGeneration!DMTF 八八 Temperature Probe 
EventGeneration!DMTF 八八 Voltage Probe 
EventGeneration | lntel AA Baseboard Fans 
EventGeneration | lntel AA Baseboard Temperatures 
EventGeneration!Intel AA Boot Virus Detection 
EventGeneration!Intel AA Chassis Fans 
EventGeneration!Intel 八八 Chassis Temperatures 
EventGeneration!lntel AA Disk Failure Prediction 
EventGeneration!Intel AA Disk Space 
EventGeneration| Intel AA lntrusion Detection 
EventGeneration | Intel 八八 Parity Error Detection 
EventGeneration 丨 Intel 八八 POST Error Detection 
EventGeneration | Intel AA Processor Fans 
EventGeneration!Intel AA P 「 ocesso「Temperatures 
EventGeneration!I 门 tel 八八 Virtual Memory 
EventGeneration! lntel AA Voltages 

アラートビューアでは DMI Event のすべてを受信しますが、上記グループ以外か、上記グ 
ループでも DMTF 標準あるいは NEC 拡張以外の Event Type を持つ場合は、アラートタイプ 
は Unknown となり、データビューアとの連携は不可となります。 


高負荷状態での ESMPRO / ServerManager の使用について 

CPU 使用率100%の状態が長く続いた場合など、非常に高負荷な状態で運用した場合、 
「ESM Base Service と通信できなくなりました」というメッセージが表示される場合があり 
ます。 

通常 ESMPR 〇アプリケーションは ESM Base Service との通信を行っていますが、高負荷 
のため、通信がタイムアウトで切断されてしまった場合に、このメッセージが表示されま 
す。 

このメッセージが表示された場合は、マシンの負荷を下げてから再度アプリケーションを起 
動してください。 


DHCP の使用について 

ESMPR 〇 / Se 「 ve 「 Manage 「 KIP 7 ドレスを元に管理を行っています。そのため IP アドレスが 
動的に変わる DHCP は使用できません。 
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ESMPRO/ServerManager と ESMPRO/ServerAgent 間のパケット 
の送受信について 


巳31\/^1^〇/361^/6「1\/|3旧96「と巳31\/^1^〇/361^/6「み96门1：間では、以下のようなタイミングで 
パケットの送受信が行われます。 

WAN での接続など、課金が問題となるよラなシステムでの運用には十分ご注意ください。 
• オペレーションウィンドウによるサーバの自動発見時 

• オペレーションウィンドウによるサーバの定常的な自動発見を設定した後、指定された 
インターバルで 

• オペレーションウィンドウより DMI エージェントがチェックされているサーバの削除を 
行ったとき 

• オペレーションウィンドウより DMI エージェントの登録を行ったとき 
• オペレーションウィンドウより DMI エージェントを Off にしたとき 
• オペレーションウィンドウより DMI エージェントを〇 n にしたとき 
• オペレーションウィンドウより Remote Wake Up 実行時 
• オペレーションウィンドウよりマネージャ間通信の設定後、不定期に 

• SNMP トラップ受信時 

• DMI イベント受信時 

• 〇 S 起動時、オペレーションウィンドウに登録されているすべての DMI エージェントに対 
して 

• データビューア起動後、約1分おきに 
• グラフビューア起動後、約1分おきに 

• 統計情報自動収集設定後、指定されたサーバに対して指定されたインターバルで 
• サーバ状態監視のための約1分おきの定期的なポーリンク '* 

* オペレーションウィンドウのサーバアイコンのプ□パティで、 11 サーバ状態監視 11 を 
〇 ff にすることにより回避することができますが、オペレーションウィンドウ上のア 
イコンの色にサーバの状態が反映されなくなります。 


アラートビューアのオプション設定について 

アラートビューアのオプション設定を変更し、[〇 K ] ボタンをクリックした後に、アラート 
ビューアを起動したまま〇 S のシャットタ'ウンを行うと、変更された設定が保存されません。 
設定変更後〇 S のシャットタ'ウンを行う前に、アラートビューアを終了させてください。 





SNMP Trap 送信先の設定について 

SNMP Trap の送信先として127.0 .0. 1は設定しないでください。 


アラートビユーアに SNMP トラップを表示させないようにするには 

本パージョンでは、 ESMPR 〇 / ServerAgent がインストールされていない機器からの SNMP 
トラップの内容もアラートビューア上に表示されます。この場合、アラートビューアでの夕 
イプ欄には 、 SNMP Trap と表示されます。 

これらの情報をアラートビューアに表示させたくない場合は、以下の記述を 
$ WORKDIR ¥ public ¥ t 「 ap ¥ use 「. def に追力□してください。このファイルがない場合は、新 
規に作成してください。 ESMPR 〇 / Se 「 ve 「 Manage ^ C :¥ P 「 og「am Files ¥ ESMPR 〇にイン 
ス I ルした場合、 $ WORKDIR は C : ¥ P 「 og「am Files ¥ ESMPRO ¥ NVW 〇 RK となります。 

# SNMP トラップを受信しない。 

Enterprise: * 

GenericCode: 〇 
SpecificCode: * 

Logging: 〇 

Enterprise: * 

GenericCode:1 
SpecificCode: * 

Logging: 〇 

Enterprise: * 

GenericCode: 2 
SpecificCode: * 

Logging: 0 

Enterprise: * 

GenericCode: 3 
SpecificCode: * 

Logging: 〇 

Enterprise: * 

GenericCode: 4 
SpecificCode: * 

Logging: 〇 

Enterprise: * 

GenericCode: 5 
SpecificCode: * 

Logging: 〇 

Enterprise: * 

GenericCode: * 

SpecificCode: * 

Logging: 0 
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Windows 95(0 SR 2) デスクトップ管理ツールについて 


Windows 95(OSR2) 付属のデスクトップ管理ツールと、 ESMPR 〇 /ServerManagerODMI 
イベント受信機能は共存することができません。 


【回避策1】 


DMI によるサーバの管理(イベントの受信)を行う必要がない場合は以下の手順により、 
ESMPR 〇 /36 「ソ 6 「 1\/|311396 「の 01\/|| イべント受信機能を使用しないようにしてください 〇 

スタートメニユ ー ^> プログラム — ESMPR 〇 — サービス制御を実行し 、 Dmi Event 
Watcher を(動作していれば)停止させ、 n 自動 11 起動から 1 ’手動 11 起動に変更する。 

この後〇 S の再起動を行う必要はありません。なお、本回避策を実行しても、 SNMP 卜 
ラップは通常どおりアラートビューアに表示されます。 


【回避策2】 


DMI によるサーバの管理（イベントの受信）を行う必要がある場合は以下の手順により、 
デスクトップ管理ツールを削除してください。 

1. スタートメニュ ー - ^プ □ グラム —ESMPR 〇— サービス 制御で Dmi Event Watcher を 
(動作していれば)停止させ、 n 自動 1 ’起動から 1 ’手動 1 ’起動に変更 

2. ここで 0 S の再起動 

3. コントロールパネル—アプリケーションの追力□と削除でデスクトップ管理を削除 

4. ここで 0S の再起動 

5. スタートメニュ ー - ^プ □ グラム —ESMPR 〇 — サービス 制御で Dmi Event Watcher を 
自動に変更 

6. ここで 0 S の再起動 

7. スタートメニュ ー - ^プ □ グラム —ESMPR 〇 — サービス 制御で Dmi Event Watcher が 
開始状態になっていることを確認 

デスクトップ管理ツールは、 DMI 管理アプリケーションからの要求に応じて、動作して 
いるコンピュータの一般的な情報を返却するアプリケーションです。 

情報の参照を行う DMI 管理アプリケーションが特にいなければ、削除しても問題ありま 
せん。 


ESMPR 〇 / ServerManager での DMI エージエント監視について 

—台の DM I エージ ェン トに対して、複数の DM 丨管理マネージャ （ESM PRO/ 
ServerManager、Intel Landesk Client Manager など)から同時にアクセスすると、一時的 
に DMI エージ ェン トからデータが返却されなくなり、データ ビュー アのツリーが正しく表示 
されないことがあります。そのよラな場合は、しばらく待ってからツリーの再構築を行って 
ください。 





ESMPRO ユーザーグループ ( デフオルト NvAdmin) について 

巳31\/^卩〇/36^^「1\/|3旧96「は巳31\/^卩〇ユーザーグループ(デフオルト1\^八(^门)によりセ 
キュリティの管理を行っているため、この情報にアクセスできないと起動することができま 
せん。 

以下の点にご注意ください。 

• 巳31\/^卩〇/36「\^「1\/|3旧96「のインス1 ル後、 ESMPR 〇 ユーザー グループの削除/名 
称変更などは行わないでください。 

• ESMPR 〇 ユーザー グループをグローバルグループとして登録している場合、 ESMPRO / 
36「ソ6「"3门396「マシンの起動前にドメィンコントローラが起動するょぅに運用を行って 
ください。 


ターミナルクライアントでの動作について (Windows 2000 /Windows NT 4.0) 

Windows NT Server 4.0 Terminal Server Edition および Windows 2000 Server , 
Advanced Server のターミナルクライアント上では巳31\/^1^〇/361^/6「1\/^旧96「は動作しま 
せん。 
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Alert h-laSocket i.R.i Se . 


臓: 

t'. ，. 

:ぐ 

で 
r， 

取.: 


Dmi Event Watcher 
ESM Alert Service 
ESM Base Service 
ESM Command Service 
ESM Remote Map Service 
ESM/SM Base Service 
ESMPRO/SM Base Service 


1 H :'' ス名状態 ストトアップ 






アンインストール前の注意事項 

アンインストールを始める前に次の注意事項をお読みください。 

Windows 95/98/Me の場合 

• すでに ESMPR 〇 / Netvisor がインストール済みである場合は、 ESMPRO / 
36「ソ6「1\/13旧96「のアンインストールを行う前に、次の手順に従って ESMPRO/Netvisor 
のサービスを停止させてください。サービスの停止を行わなくてもアンインストールで 
きますが、セットアッププログラムの起動にかなりの時間がかかることがあります。 

1. スタートボタンから、[プログラム]- [ESMPRO] の順でポイントし、[サービス制御]をクリック 
する。 

[サ_ビス制御]ダイアログボックスが表示されます。 

2. 一覧に表示されているすべてのサービス 
を停止させる。 


• 何らかのサービスが起動していると、アンインストール処理が遅くなることがありま 
す。アンインストールを行う前にスタートボタンから[プログラム]- [ ESMPRO ] をポイ 
ントし、[サービス制御]をクリックし表示されたダイア□グボックスで一覧に表示され 
ているすべてのサービスを停止させてからアンインス I ルしてください。 

ESMPRO/ActiveRecoveryManager 、 CLUSTERPRO/ 
ActiveRecoveryManager 、 および ESMPRO/AlertManager との共存時のアンインス 
I ^ールについて 

上記製品をインストールしている場合は、これらを先にアンインストールしてから 
巳31\/^1^〇/361^/6「1\/|31^96「をアンインストールしてください。 

他の ESMPRO 製品との共存時のアンインス I -ールについて 

ESMPR 〇/36「ソ6「1\/^旧96「と他の巳31\/^卩〇製品が共存している場合に巳31\/^卩〇/ 
361^^「1\/|3阳96「をアンインストールした場合は、システムを再起動してから使用を再開して 
ください。 

ESMPRO/Netvisor との共存時に、 ESMPRO/Netvisor をアンインストールした場合について 

巳51\/1卩1^〇/36「ソ6「1\/13门396「と巳31\/^1^〇/^1^3〇「と巳31\/^1^〇/问61^3〇「ルータ管理をイン 
ス I ルしている場合、 ESMPRO/Netvisor と ESMPRO/Netviso 「ルータ管理をアンインス 
卜ールし、 ESMPR 〇/36「ソ6「1\/|3旧96「だけで運用すると、オペレーシヨンウィンドウが「定 
義ファイルに不整合箇所が見つかりました。ファイル内容を修正するかファイルを削除して 
ください。」と表示して起動できなくなります。 


アンインストール 

巳31\71卩1^〇/36「ソ6「1\/131^96「のアンインストールの方法について説明します0 


サーヒ'ス制御 


IJ 封ハ 

目 _ 


一白白白白白白 
























ダイアログボックスに表示されたファイルを削除すると起動できるよラになります。次の 
ファイルが削除対象になります。 


IPM 1 .DEF 

同様に、 ESMPR 〇 / ServerManagertESMPRO / NetvisoAESMPRO/Netvisor HUB 管理 
をインストールしていたときに、 ESMPR 〇 /Netvisor と ESMPR 〇 /Netvisor HUB 管理をア 
ンインストールして巳31\/^1^〇/36「ソ6「1\/13旧96「だけで運用しようとすると、オペレーション 
ウィンドウが「定義ファイルに不整合箇所が見つかりました。ファイル内容を修正するかファ 
イルを削除してください。」と表示して起動できなくなります。 

この場合もダイアログボックスに表示されたファイルを削除すると起動できるよラになりま 
す。次のファイルが削除対象になります。 

AT 31 〇 EM 1 .DEF 
ATHUBM 1 .DEF 

この他の組合せでも ESMPRO/Netvisor と他の ESMPR 〇関連製品を同時にインス I ルし 
ている状態から、 ESMPR 〇 /Netvisor のみをアンインス I ルした場合や AMIB 定義ファイ 
ルをユーザーが独自に作成している場合に、オペレーションウィンドウが起動できなくなる 
ことがあります。この場合もダイアログに「定義ファイルに不整合箇所が見つかりました。 
ファイル内容を修正するかファイルを削除してください。」というメッセージとともに該当 
ファイル名を表示します。該当ファイルを削除あるいは修正してください。 


アンインス I -ール 

アンインス I -ールするときは次の手順に従ってください。 

1.ESMPR 〇フォルダを開いている場合はフォルダを閉じる。 

2. 128〜129ページを参照して ESMPR 〇セットアップのメインメニューを表示させる。 

3. メインメニューがら ESMPR 〇 /ServerManager のセットアップを起動する0 
次のダイアログボックスが表示されます。 

4. [アンインストール]をクリックし、[次 
へ]ボタンをクリックする。 

以降はダイアログボックス中のメッセー 
ジに従って操作を進めてください。 
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133.255 .255.10 
133.255 .255.10 
133.255 .255.10 
133.255 .255.10 


Fri Mar 0613:22:471998 
Fri Mar 0613:22:471998 
Fri Mar 0813:22:261998 
Fri Mar 0613:22:261998 


ctl: 0 chn：1 tgt： 2 Request : 

ctl：0chn：1tgt：2 Request : 

ctl：0 chn：1 tgt： 2 


Sense Data available. 
Sense Data available. 
Request Sense Data available. 


394 Fri Mar 0613:20:421998 

393 Fri Mar 0613:20:411998 

392 Fri Mar 0613:20:401998 

391 Fri Mar 0613:20:391998 


Global Array Manager 

Global Array Manager (以下 「 GAM 」 と呼ぶ)は、 Mylex ディスクアレイコント□—ラ（以下「アレイコント 
□ーラ」と呼ぶ）とそのアレイコント□ーラが制御しているディスクアレイシステムのコンフィグレーシヨ 
ン、イニシャライズ、管理、モニタリング、メンテナンスを行うためのクライアント/サーバアプリケー 
シヨンです。 

GAM は、 Express 5800シリーズ上で動作する GAM Server と、管理コンピュータ上で動作する GAM 
Client から構成されます。 

GAM Server: アレイコント□—ラを取り付けている Express 5800シリーズ上で動作し 、 GAM Client 
からの管理を実現します。 

GAM Client: GUI により 、 GAM Server が動作している Express 5800シリーズ上のアレイコント □— 
ラを□—カルまたはネットワーク経由で管理コンピュータ （Windows 2000 、 Windows 
95/98/ Me 、 または Windows NT 4.0) から管理します。 


■ -|g|x| 


岛 1，1 PliU ゎ I jj 一，厂 


JBlPlOHlS DAC960PDU ▼】 


Bjlllr DACs(l)| 


133.255 
□ NT 


1r DACsd) I 


Physical Drives (MB): 



Logical Drives (MB): 

0 f=l 4002 RAID 5 

f^1 4002 RAID 5 

4281 RAID 5 

4095 RAID 1 


2 EJ 4 

3 口 4 


Total Logical Capacity: 16380 MB 
Total Physical Capacity: 24616 MB 


For Help, press FI 


_i±r 
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GAM Server 


GAM Server を使用する前に使用環境に合わせたセットアップを行う必要があります(セキュ 
リティの設定や GAM Client からの管理が可能なよラに設定を行ラ必要があります)。 

設定は管理 PC から 「 WebUU を使って3扣「396361^^「に接続し、変更します。 WebUI を管理 
PC にインストールしてください。インストールについては、2章の「システムのセツトアツ 
プ」を参照してください。 


GAM の管理者用アカウント gamroot の登録 

GAM Client から GAM Server のディスクアレイコントローラを管理するためには、以下の 
GAM の管理者用ユーザが必要です。 

管理者用のユーザー名： gamroot (小文字） 

所属するグループ： ドメインサーバの場合は 「Domain Admin 」、 

ドメインサーバでない場合は 「 Administrator 」 

このユーザーは、管理 PC から 「 WebUI 」 を使って 3ぴ39636「\^「の「コンピュータの管理」にあ 
る「システムツール」の「□一カルユーザとグループ」で gamroot の登録を行ってください。 


GAM Server の環境設定 

GAM Server の環境設定では、以下の設定を行います。 

• イベントの通知先 GAM Client の IP アドレス 
• イベントの□グファイルの格納ディレクトリ 

GAM Server の環境設定を新たに行う場合は管理 PC から WebUI を使って Storage Server の 
GAM Server インストール先ディレクトリにある 「 configwz . exe 」 を起動することで設定でき 
ます。 「 configwz . exe 」 の操作手順は以下のとおりです。 

1 .GAM Server インストールディレクトリにある 「configwz.exe」 をエクスプローラなどか6起動す 
る 0 

[質問]ダイアログボックスが表示されます。 


2 . [はい]ボタンをクリックする。 

[サーバのイベントログファイルパス入 
力]ダイア□ク'ボックスが表示されます。 




既存の現境設定情報は維承されません。 


参 


いいえ (. N ) 
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3. GAM Server が使用するイベントログ 
ファイルを作成するディレクトリを指定 
し、[次へ]ボタンをクリックする。 

GAM Server が使用するイベントログ 
ファイルの作成先ディレクトリを変更す 
る場合は「参照」ボタンをクリックして、 
ディレクトリを指定します。 


[クライアントの IP アドレス入力]ダイア 
ログボックスが表示されます。 


4. GAM Client をインストールするコン 
ピュータの IP アドレス（管理 PC の IP アド 
レス）を入力して[次へ]ボタンをクリック 
する。 

[クライアント IP アドレス確認]ダイアロ 
グボックスが表示されます。 


GAM Server は GAM Client と定期的 
に通信を行います。したがって、両者 
の間に課金対象のネットワークを使う 
ことはお勧めできません 。 GAM 
Client 設定マシンについてはこの点を 
留意して設定してください。 


IP アドレスを4つ以上入力する場合は、 IP アドレスを入力後、いったん[次へ]ボタンをクリック 
して[クライアントの IP アドレス確認]ダイアログボックスを表示させます。ここで[戻る]ボタ 
ンをクリックすると、再度[クライアントの IP アドレス入力]ダイアログボックスで IP アドレス 
を追加して入力できます。 




5. [クライアントの IP アドレス入力]ダイア 
□グボックスで入力した IP アドレスー覧 
がら登録する IP アドレスを選び、[次へ] 
ボタンをクリックする。 

[クライアントの IP アドレス登録]ダイア 
ログボックスが表示されます。 

設定するアドレスは選択状態（反転表 
示）にします。設定しない(解除する）ァ 
ドレスはその ip アドレスをクリックし 
て選択を解除(反転表示させない）しま 
す0 

























































6. 登録する IP アドレスー覧の内容を確認 
し、[次へ]ボタンをクリックする。 

[環境設定の完了]ダイアログボックスが 
表示されます。 

登録する IP アドレスを変更する場合 
は、[戻る]ボタンをクリックして、再 
度、 IP アドレスを選びます。 


7. 「はい、直ちにコンピュータを再起動しま 
す」を選び、[終了]ボタンをクリックす 
る。 

システムが再起動されます。 


< 戻る ( g ) j •終了 


なお、テキストエディタを使用して直接、環境設定ファイルを修正することもできます。 
GAM Server の環境設定ファイル 「 gamscm . ini 」 は 、 GAM Server のインス I — ル先のディレ 
クトリにあります。インストール先のディレクトリは次のとおりです。 

¥ winnt ¥ system 32 ¥Gamserv 

GAM Server の環境設定を変更するときは、「メモ帳」などのテキストエディタを利用して、 
直接環境設定ファイル 「 gamscm . ini 」 を修正してください rgamscm . ini 」 を修正した場合はシス 
テムの再起動をしてください(再起動後、変更した設定が有効になります）。 

I n-0 このとき、 「RA 旧 BUILD」 機能は設定しないでください。 RA 旧 BUILD 機能を使用すると 
emm u ビルドが失敗することがあります。 

^1； イベント通知先である GAM Client の IP アドレスは 「 gamscm . ini 」 の gamevent . exe で始まる 

行の「七」のオプションで指定します。 

GAM Server が使用するイベントログファイルの格納デイレクトリの指定は gamevlog . exe で 
始まる行の「ィ」オプションで指定してあるディレクトリと置換してください。 




コンフイヴウイザードは 、 Global Array Manager [3.03] 
の琮境設定を完了しました。 

Global Array Manager [3.03] を使用するには、 Windows を 
再起勒する必要があります。 


はい、直ちにコンピュータを i 


'苒起動じま ' g 


際]!敗クして、 


コンフイグウイザードを終了 
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GAM Client 


GAM Client は管理 PC にインストールし、ネットワーク 上の 3 抝「 896361 ^^「のアレイディス 
クの管理や保守をするためのアプリケーションです。ここでは GAM Client をインス I -ール 
する前に知っておいていただきたい事柄について説明します。 

動作環境 

GAM Client 3.04 が動作するために必要な環境について説明します。 

• 八ードウェア 

-本体 

-メモリ 

-ハードディスクの空き容量 

• ソフトウェア 

— Microsoft Windows 2000 
— Microsoft Windows NT 4.0 
— Microsoft Windows 95/98/Me 

ESMPR 〇と連携させるときは、次のソフトウェアが必要です。 

— ESMPRO/ServerManager Version 3.7 以降 

• 対応する GAM Server 


Express 5800シリーズ 
NEC PC 98- NX シリーズ 
PC / AT 互換機 

〇 S の動作に必要なメモリ +4 MB 以上 (〇 S の動作 
に必要なメモリ+1 6 MB 以上を推奨します） 

8 MB 以上 （16 MB 以上のディスク空き容量がある 
ことを推奨します。インストール時にはさらに 
4 MB 以上のディスク空き容量が必要です） 


— GAM Server 3.04 


■ I ： 管理 PC に他のバージョンの GAM Client がすでにインストール済みの場合は、インストール 

先が同じにならないように、 GAMCIient 3.04 をインストールしてください。なお、この場 
合、 ESMPRO / ServerManager と連携できる GAM Client はいずれか一方になります。 
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準備 

インストールやセットアップをする前に必要な準備について説明します。 

GAM Client をインス I -ールするときは、次に示す準備をしておく必要があります。 

• Administrators グループでログオンされていること （Windows 2000および Windows 
NT 4.0 の場合）。 

• TCP / IP の設定が終了していること。 

• ESMPR 〇 /36 「ソ 6 「 1\/13 阳 96 「（ソ 6 「 .3.7 以降）のインス トールが完了していること 
(ESMPR 〇との連携を行ラ場合のみ)。 

• マウス、またはその他のポインティングデバイスが使えること。 

インストール 

GAM Client をインストールします。 

GAM Client のインストールは、本体添付の 「 Express 5800 / StorageServer 保守 • 管理ツー 
ル CD - R 〇 M 」 を使用します。次の手順に従って GAM Client をインストールしてください。 

1. インス!ルするコンビュータの電源を ON にして 、 Windows 2000, Windows 95/98/ Me 、 
または Windows NT 4 .◦を起動する。 

2. 本体添付の 「 Express 5800 / StorageServer 保守 • 管理ツール CD - R 〇 M 」 を CD - ROM ドライプに 
セットする。 

Install Menu が表示されます。 

3. [ ESMPR 〇]をクリックする。 

ESMPR 〇セットアップのメインメニュー 
ダイアログボックスが表示されます。 

画面上で右クリックしてもメニューが 
表示されます。 


4. [関連ユーティリティメニューへ]をク 
リックする。 

[関連ユーティリティメニュー]ダイアロ 
グボックスが表示されます。 
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5. [Global Array Manager ] をクリックす 
る。 


[セツトアップオプションの選択]ダイア 
ログボックスが表示されます。 



6 . [GAM Client インストール]を選び、[次 
へ]ボタンをクリックする。 

[Global Array Manager アンインストー 
ルの確認]ダイアログボックスが表示され 
ます。 



次へ(⑴>|キャンセル I 


7. Global Array Manager がインストールさ 
れていない場合は[はい]ボタンをクリツ 
クする。 


[インストール先ディレクトリの指定]ダ 
イアログボックスが表示されます。 

異なるバージョンがインストールされ 
ている場合は[はし、]ボタンをクリック 
してインストールすることもできま 
す。同ーバージョンがインストールさ 
れている場合は、[いいえ]をクリック 
してインストールを終了してくださ 


Global Array Manager アンインストールの確 




アンインストールは、ィ'ノス^ール時に使 h した媒体で行し法°す。 
[ U 、え]をクリッ^ストール IJ 行し法せん。 


8. インストール先ディレクトリを指定して 
[次へ]ボタンをクリックする。 

インストールを開始します。終了すると 
[セツトアップの完了]ダイアログボック 
スが表示されます。 
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9. [Global Array Manage 「[ x . xx ] の環境設 
定を行います。 ] チェックボックスをオン 
にして、[終了]ボタンをクリックする。 

Global Array Manager のコンフイグウイ 
ザード(環境設定ツール）が起動します。 

コンフイグウイザードが起動されてから 
しばらくすると、コンフイグウイザード 
による環境設定が完了し、[璟境設定の完 
了]ダイアログボックスが表示されます。 


チェックボックスをオフにして[終了]ボタンをクリックすると GAM Client のインストールが終 
了します。 

GAM Client のインストール先のデイレクトリ内の 「 Configwz . exe 」 を起動することにより、コン 
フイグウイザードでの環境設定を行うことができます（次ページの「環境設定」を参照してくださ 

い）。 


10. [終了]ボタンをクリックする。 

GAM Client のインストールが終了しま 
す。 


以上で GAM Client のインス!-ールが完了しました。この後の「環境設定」を参照して、環境 
設定を行ってください。 




セツトアツゴは、コンビュー5への Global Array 
Manager[3.03] のインストールを終了しました。 

セツトアツゴは、 Global Array Manager[3.03] の現埔設 
定を行うことができます。？ Iき続き琛境設定を行う埸合 
はオゴシ3ンを逞折してか6 [終了]をクリックして下さ 


tey"Manager[3.03] の擇墳設定を行 t 、まず。 


ン餺黔5、?。 [ 終了 ] を クリック すると、 


<戻 5(g) 終了 
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環境設定 


使用する環境に合わせた設定をします。 


ESMPR ◦と連携するための環境設定 

GAM Client は、 ESMPR 〇と連携させることで、 ESMPR 〇の統合ビューアのメニューから 
GAM Client を起動できるようになります。 

ESMPR 〇と連携するための環境設定は、次の場合に行ってください。 

C^LI • GAMClient のインストール時に環境設定を行わなかったとき。 

參 ESMPRO / ServerManager を GAM Client の後にインストールしたとき。 

GAM Client と ESMPR 〇を連携させるための環境設定をするときは 、 Global Array Manager 
の環境設定を行ラためのプログラム「コンフィグウィザード」を使用します。コンフィグウィ 
ザードは 、 GAM Client のインストール先ディレクトリにある 「 configwz . exe 」 を起動する 
と、 ESMPR 〇と連携するための環境設定を自動的に行います。 


シヨートカツトの 作成について 〜 Windows NT 4.0 、 Windows 95/98のみ〜 

通常は、プログラムメニューから GAM Client を起動してください。 

新たに GAM Client のショートカツトを作成するときは、プ□グラムメニューにあるショー 
トカツトをコピーしてご使用ください。 

エクスプローラ 等から GAM Client の ショー ト カツ トを作成したときは、 ショー ト カツ トの 
プロパティを次のように修正してご使用ください。 

リンク先の内容： 

くインストールパス >¥ winact.exe / file =< インストールパス >¥ gam 2 cLact 
例） 


(変更前） 

n C:¥Program Files ¥ Mylex¥GAM Client ¥ GAM 2 CL . EXE " 

(変更後） 

" C:¥Program Files ¥ Mylex¥GAM Client ¥ winact . exe " / file = C:¥Program 
Files ¥ Mylex¥GAM Client ¥ gam 2 cl.act 

アイコンのファイル名： 

くインストールパス >¥ gam 2 cl.ico 
例） 


(変更前） 

" C:¥Program Files ¥ Mylex¥GAM Client ¥ GAM 2 CL . EXE " 
(変更後） 

" C:¥Program Files ¥ Mylex¥GAM Client ¥ gam 2 cl . ico " 
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アンインストール 

GAM Client のアンインストール方法について説明します。 

GAM Client のアンインストールは、本体添付の 「 Express 5800 / StorageServer 保守 • 管理 
ツール CD - R 〇 M 」 を使用します。次の手順に従って GAM Client をアンインス I ルしてくだ 
さい。 

1. インストールするコンピュータの電源を〇 N にして 、 Windows 2000, Windows 95/98/ Me 、 
または Windows NT 4 .◦を起動する。 

2. 本体添付の 「 Express 5800 / StorageServer 保守 • 管理ツール CD - R 〇 M 」 を CD - ROM ドライプに 

セットする。 

Install Menu が表示されます。 


3. [ ESMPR 〇]をクリックする。 

ESMPR 〇セットアップのメインメニュー 
ダイアログボックスが表示されます。 


画面上で右クリックしてもメニューが 
表不されます。 


切 Express 5800 Series - Install 



4. [関連 ユー ティリティ メニューへ] をク 
リックする。 

[関連ユーテイリテイメニュー ] ダイアロ 
グボックスが表示されます。 


nnl 


ESMPRO セットアップ 

メインメニュ — 


ESMPRO/ServerManager 



5. [Global Array Manager ] をクリックす 
る。 

[セットアップオプションの選択]ダイア 
ログボックスが表示されます。 


ESMPRO セットアップ 

関連ユーティリティメニュ 
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6 . [GAM Client アンインストール]を選択 
し、[次へ]ボタンをクリックする。 

オリジナル ( Mylex ) の GAM Client アンイ 
ンストーラが起動されます。 


7. [はい]ボタンをクリックする。 

[Remove Shared File ?] ダイアログボッ 
クスが表示されます。 




8 . [〇 K ] ボタンをクリックする。 

アンインストーラが終了し、[セツトアツ 
プ完了]ダイアログボックスが表示されま 
す。 


9. [終了]ボタンをクリックする。 



unlnstallShield will remove the software 'Mylex Global Array 
Manager Client v 3.03 -00_ from your computer. Please wait 
while each of the following components is removed... 


^ Shared program files... 

〆 Standard program files... 

〆 Folder items... 

〆 Program folders... 

〆 Program directories... 

^ Program registry entries... 


Uninstall successfully completed. 






以上で GAM Client のアンインストールは終了です。 













































主な機能について 


GAM には3つの機能があります。 

• コンフィグレーション機能 

ディスクアレイの設定（コンフィグレーション）や再コンフィグレーションを RAID Assist 
を使って容易に行うことができます。 

• モニタリング機能 

GAM Server は、ディスクアレイの状況および資源の利用状況についての情報を収集し 
て、 GAM Client に通知します。 

GAM Client は、これらの情報を監視(モニタリング）し、その内容をグラフィカルに表示 
します。 

イベントやエラーは□グとして決められたファイルに登録されます。また、 ESMPR 〇と 
連携することで通報も行ラことができます。 

• メンテナンス機能 

GAM Client は、ディスクアレイシステムを GUI で管理、メンテナンスします。動作中の 
ディスクアレイからハードディスクを取り外す(八ードディスクの切り離しあるいはオフ 
ライン）、ハードディスクのリビルド、ホットスペアの選択、ディスクアレイの初期化な 
どを行ラことができます。 

GAM Server は、 GAM Client から指示された命令を実行します。 

上記機能の詳細について続いて説明します。 


コンフィグレーション機能 

コンフィグレーションに関する機能は、次のようなものがあります。 

I VI-O GAM Client からコンフィグレーションをするには、対象となる GAM Server を定義し（こ 
置^ の後の 「GAM Server の定義」を参照 )、 GAM Server へのサインオン(次ページの 「GAM 
Server へのサインオン」を参照)をする必要があります。 


GAM Server の定義 

GAM Client から管理する GAM Server の定義は、次のようにして [Define Server Groups ] 
ダイアログボックスから行います。 

1 .[Define Server Groups ] ダイアログボックスを開く。 

Administration メニューの [Define Server Groups ] を選択することで 、 [Define Server Groups ] 
ダイアログボックスを開きます。 

[Define Server Groups] ダイアログボックスは、 GAM Server が定義されていないときは、 GAM 
Client を起動すると自動的に表示されます。 
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2. [Server Groups ] と [ Servers ] を定義す 
る。 

[Define Server Groups ] ダイアログボッ 
クスの [Server Groups ] と [ Servers ] を 
次のように定義します。 



[Server Groups ]. GAM Server のグループ名 

[ Servers ] . [Server Groups ] のメンバとして登録する GAM Server のホス 

卜名または IP アドレス 


GAM Server へのサインオン 

定義した GAM Server へのサインオンは、次のようにして行います。 


11-0 2つの GAM Client から同じ GAM Server に対して同時に 「 gamroot 」 ユーザーでサインオ 

ンしないでください。 


1. サーバを選択する。 

[Server Groups ] をメインウィンドウの 
サーノ \'選択ボックスで選択します。 

[Global Status View ] ウィンドウに 
[Server Groups ] のメンバとして定義さ 
れた GAM Server がアイコン表示されま 
す。 



GAM Server と GAM Client の接続が切断されると 、 GAM Client の Controller View を表示したま 
ま、次の エラー メッセージを表示します。サーバが起動していることを確認して、再度 GAM 
Server に Sign On してください。 

"Error while connecting server x . x . x.x Check the server connection and restart the command " 


2. [Global Status View ] ウィンドウに表示された GAM Server のアイコンをタブルクリックする。 
[ Sign 〇 n ] ダイアログボックスが表示されます。 

















































3. サインオンする。 


BE 


Server: 


Username: 


Password: 

J ン Remember nassword for this session 
| Sign-on y Cancel 

- 5 ^ 


• Sign 〇 n が次のメッセージでエラーになるときはユーザー名とパスワードを確認してくださ 
し、。対応する GAM Server のシステムに GAM の管理者用アカウントである 「gamroot」 が未登 
録の場合もこのメッセージが表示されます。 「gamroot」 未登録の場合は 「GAM Server」 で説 
明している 「GAM の管理者用アカウント gam root の登録」に従って gam root ユーザを登録して 
ください。 

"Invalid user name or password, Try again..." 

• 使用しているディスクアレイコントローラアイコンに未構成のディスクが存在する場合、サ 
インオン直後に、 RAID Assist の起動有無を確認するダイアログボックスが表示されます。 
RAID Assist を起動する場合は、 [YES] ボタンをクリックしてくださし、。 


ディスクアレイのコンフィグレーション (RAID Assist ) 

「RAID Assist 」 を使って容易にディスクアレイのコンフィグレーションができます。 
[ Administration ] メニューの [Raid Assist ] を選択して 「RAID Assist 」 を実行してください。 

M -0 • 1つのアレイコント□ーラがサボートするディスクアレイの数は、最大で32個です。 

1つのディスクアレイを構成するハードディスクの台数は、アレイコント□ーラによっ 
て異なります。 

• システムドライブの追加 • 削除 • 変更は RAD Assist を使用しますが、これらの操作 
をしようとしているシステムドライブが動作している 0 S や RA 旧 Assist のオプション 
「Expand Array 」 の使用によって注意しなければならないことがあります。詳しくは、 
159ページの「システムドライブの追加 • 削除に関する補足」を参照してください。 


RAID Assist には、次のようなコンフィグレーシヨン方法があります。 

• Automatic Configuration 

使用可能なすべてのハードディスクを使用し、最適な RAID に設定します。 

• Assisted Configuration 

対話形式で RAID を設定します。 

• Manual Configuration 

RAID の詳細な設定をします。スタンバイディスク（ホットスペア）を作成できます。 


1110 . 110 . 110.2 


| gamroot 



ユーザー名とパスワードを入力してサイ 
ンオンします。 



GAM の管理者としてサインオンすると 
きは、小文字で 「 gamroot 」 と入力して 
ください。 
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これらのコンフィグレーション方法には、次のようなオプションがあります。 

• New Configuration 

新たにコンフィグレーションを行うことができます。 

M-O • アレイコント□ーラのコンフィグレーション情報はクリアされます。ディスクアレ 
イのデータは保持されません。 

• Assist Configuration を使って JBOD の新規作成を行う場合、サイズの指定が無 
視されて最大サイズで JBOD が作成されます。 JBOD のサイズを指定して新規に作 
成する場合は、 Manual Configuration を使用してください 0 


• Add Logical Drive 

データを保持したまま、新たなディスクアレイやシステムドライブを追加できます。 

• Expand Array ( エクスパンドキャパシティと同義語です） 

データを保持したまま、ディスクアレイの容量を増やします。 

M-O • Expand Array をする前に、対象となるシステムドライブのすべてのデータをバッ 
クアップしてください。 

• Expand Array の対象となるシステムドライブに対して、整合性チェックを行いエ 
ラーがないことを確かめてください。整合性チェックでエラーが検出されたとき 
は、そのシステムドライブを初期化後、バックアップしたデータをリストアしてか 
らもう一度、整合性チェックをしてください。 

• Windows Powered のダイナミックディスクが存在するパックに対して Expand 
Array を実行しないでください。 

PI： • Expand Array の処理中は、システムの性能を低下させることがあります 0 

「ヒゾトI • Expand Array の手順については Express Server Management Guide をご覧くださ 


Express Server Management Guide は Express 5800のホー厶ぺージ『58番街』 (http:/ 
/www.express.nec.co.jp/exp-guide/index.htm) に掲載されています0 








• Edit Configuration 


「Manual Configuration 」 で設定するときのみ選択できるオフシヨンです。現在のコン 
フイグレーシヨン情報が表示され、各種パラメータを変更できます。 


本オプションを使用すると、ディスクアレイのデータは保持されません。 

「Manual Configuration 」 の 「Edit Configuration 」 を使用してディスクアレイを 
追加するとき、既存のディスクアレイにハードディスクを追加すると、すべてのシ 
ステムドライブが壊れてデータが失われてしまいます。 

誤って既存のディスクアレイにハードディスクを追加したときは、 「 Cancel 」 を選 
択して 、 「Edit Configuration 」 を一度終了させてください。 

く新規のディスクアレイへハードディスクを追加すると既存のディスクアレイは壊れない> 


1.Welcome 2. Disk Arrays | 3. Logical Drives | 


O] 



_Add Arr ョ ',」 [~ M=,ke Hot S P =,re ] — Clear All — | 


Apply I Cancel I 


く 既存のディスクアレイへ八ードディスクを追加すると既存のディスクアレイは壊れる〉 



d Array I If Make Hot Spare II Clear All I 


Apply I _Cancel_I 
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スキヤンデバイス （Scan device ) 

スキャンデバイスは、新たに追加されたハードディスクや GAM が認識していないハードディ 
スクの検出を行うことができます。スキャンデバイスは、 [Administration] メニューの 
[Scan Devices] を選択することで実行できます。 

I n-0 アレイコント□ーラにハードディスクを追加したり取り外したりしたときは、9〇秒以上時 
間をあけてから、その都度 [Scan Devices ] を選択して 、 [Controller View ] ウィンドウ 
のディスク表示を更新させてください。 

■： Scan device を実行すると、ハードディスクを搭載していないスロットにハードディスクが 

表示されることがあります。この場合は再度 Scan Device を実行して正常な表示に戻してく 
ださい。 


イニシャライズ （ Initialize ) 

システムドライブを初期化します。イニシャライズは、 [Administration] メニューの 
[Initialize Logical Drives] を選択すると実行できます。 

H |： —般的なハードディスクのフォーマットとは異なります。 

\TyT\ 


vi -〇 新たに作成したシステムドライブは、イニシャライズしなければなりません。なお、ディス 
クアレイコント□ーラの設定によってはバックグランドイニシャライズの機能により、イニ 
シヤライズが自動的に行われる場合があります。 


コンフィグレーション情報 

アレイコント□ーラに記憶されているコンフィグレーション情報をフロッピーディスクへ 
バックアップまたはリストアすることができます。 

ディスクアレイをコンフィグレーションしたときは、アレイコント□—ラの故障に備えて、 
コンフィグレーション情報をパックアップしてください。 

I n-O GAM 以外のユーティリティを使用してバックアップしたコンフィグレーション情報は、 
GAM でバックアップしたコンフィグレーション情報と互換性がありません。 

GAM でバックアップしたコンフィグレーション情報は、 GAM だけで使用してください。 

• バックアップ 

[File] メニューの [Save Configuration] を選択します。 

• リストア 

[File] メニューの [Open Configuration] を選択します。 














ユーザ プリファレンス 

ユーザプリファレンスでは、モニタリング機能によりモニタリングされるイベントの□ギン 
グの設定ができます。 

ユーザプリファレンスは、 [Administration] メニューの [Settings] を選択すると表示される 
[Settings] 夕'イアログボックスで行うことができます。 


コント□ーラオプション 

コント ローラ オプションには、次のようなパラメータがあります。 

• 「 Global 」 パラメータ 

リビルドと通常の AP からの1/〇の割合を設定します。 

• 「 SCSI 」 パラメータ 

データ転送レートなどを設定します。 

• 「 Startup 」 パラメータ 

ディスクスピンアップなどを設定します。 

コント□—ラオプションの設定や変更は、 [Administration] メニューの [Controller 
Options] を選択すると表示される [Controller Options] 夕'イア□グボックスで行うことがで 
きます。 

I n -〇 コント□ーラオプションの設定や変更は、 ra 旧をコンフィグレーションする前に行ってく 
ださい。 


システムドライブの追加 • 削除に関する補足 

システムドライブの追加や削除について注意してください。 

GAM Server でシステムドライブを追力□する場合は、システムドライブを作成後、〇 S でパー 
ティシヨンの確保を行ってください。特に電源を〇 FF/ON をする必要はありません。 

■： • システムドライブの削除、変更(削除後の追加）をしたときは、電源を〇 FF / ON してか 

r ^7 T | ら、ディスクアドミニストレータを起動し、新しいパーティシヨンを確保してくださ 

ぃ。 

• パーティシヨンの作成は、「コンビユータの管理」にある「記憶域」の「ディスクの管理」で 
行います。 
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モニタリング機能 


GAM Server で収集された情報は、 GAM Client で監視(モニタリング)することができます。 
GAM Client は、グラフィックでこれらの情報を表示します。 

イベントやエラーはログに記録されます。 


イベント情報のモニタリング 

イベント情報は、 [Log Information Viewer] ウィンドウに表示されます。 [Log Information 
Viewer] ウィンドウは、 GAM Client を起動したときや GAM Server のアレイコント□—ラが 
検出されたときに表示されます。 

[Log Information Viewer] ウィンドウには、サインオンしてから GAM Server と接続が切れ 
るまでのすべてのイベントが日付順に表示されます。 


エラー情報のモニタリング 

SCSI エラー情報をモニタリングすることができます。このエラー情報は、 [Error Table] 夕' 
イア□グボックスに表示されます。 

[Error Table] 夕'イア□ク'ボックスは、 [Views] メニューの [Error Table] を選択すると表示 
されます。 


SCSI エラーは、 [Request Sense Data] タブをクリックすることで確認できます。表示さ 
れる内容は次のとおりです。 

• ハードディスクの識別情報 
• センス ( Sense) のメツセージ 
• センスのデータ 
• エラー検出時刻 

• 表示されたエラー情報は、クリアしたり、任意のファイルへ保存したりすることができ 
fEyFI ます。 

• ファイルからエラー情報を読み込んで表示できます。 

• Log Information Viewer の Request Sense Data などの表示が止まっていない場合は 
[Error Table ] の [Request Sense Data ] の [ Refresh ] ボタンをクリックしてもリフレシュ 
されないことがあります。表示が止まってから再度、 [ Refresh ] ボタンをクリックして 
ください。 








コント□ーラ情報のモニタリング 

コントローラ情報は、次の2通りの方法によって確認できます。 

• [Controller View] ウインドウ 

[Global Status View ] ウィンドウのサーバアイコンをタブルクリックしてサインオンす 
ると表示されます。表示される内容には次のよラなものがあります。 

—アレイコントローラのチャネル番号 

- ハードディスクのターゲッ HD 

- ハードディスク容量 

—ハードディスクのタイプ 

- ハー ドディスクの ステー タス 
-システムドライブの番号 ( LUN ) 

-システムドライブの容量 

- システムドライブの RAID レベル 

- システムドライブのステータス 

• [Controller Information] ダイア□グポックス 

[ Administration ] メニューの [Display Controller Information ] を選択すると表示されま 
す。表示される内容には次のよラなものがあります。 

- アレイコント□ーラのモデル名 
-番号 

- ファームウエアバージョン 

- キャッシュサイズ 
-バス番号 

- スロット番号 

-アレイコント□ーラに割り当てられた IRQ 

- チャネルの数 

-接続している SCSI デバイスの数 
-接続しているシステムドライブの数 


八ードディスク情報のモニタリング 

ハードディスクの情報は 、 [Device Information ] ダイア□グボックスに表示されます。 
[Device Information ] ダイア□グボックスは 、 [Controller View ] ウィンドウのディスクアイ 
コンを夕'ブルクリックすると表示されます。表示される内容には次のよラなものがありま 
す。 

—ベンタ'一(製造メーカ名） 

ープロタ''クト識別 
-物理的な容量 
— ステータス 
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システムドライブ情報のモニタリング 

システムドライブの情報は 、 [Logical Drive Information ] 夕'イア□グボックスに表示されま 
す 。 [Logical Drive Information ] ダイアログボックスは 、 [Controller View ] ウィンドウの 
[Logical Drive ] アイコンをタブルクリックすると表示されます。表示される内容には次のよ 
うなものがあります。 

- ドライブ番号 

- ステータス （オンライン、クリティカル、オフライン） 

-システムドライブの容量 

- ハードディスクの容量 


パフオーマンスのモニタリング 

パフォーマンスは 、 [Statistics View ] ウィンドウに表示されます 。 [Statistics View ] ウィン 
ドウは、 [ Views ] メニューの [Statistics View ] を選択すると表示されます。 

表示される内容は次のとおりです。 

-ハードディスクの動作状況を表すゲージグラフ 
-システムドライブの動作状況を表すゲージグラフ 
- ヒストリデータの折れ線グラフ 

■: グラフ化するデータやグラフの属性、サンプリング間隔などを設定することができます。 

\TyF\ 


[ Administration ] メニューの [Advanced Functions ] の [Performance Analysis ] は 
使用しないでください。この機能のかわりに Windows Powered のパフォーマンスモニタ 
機能などを使用してください。 


プロセスステータスのモニタリング 

ステータスをモニタリングできるプロセスは、次の4つがあります。 
—イニシャライズ 

[ Views ] メニューの [Initialize Status ] を選択します。 

- リビルド 

[ Views ] メニューの [Rebuild Status ] を選択します。 

-整合性チヱック 

[ Views ] メニューの [Consistency Check Status ] を選択します。 
— Expand Capacity 

[ Views ] メニューの [Expand Capacity Status ] を選択します。 










プ□セスのステータスは、それぞれのダイア□グボックスに表示されます。 

ダイアログボックスには、プロセスの進行状況を表すゲージグラフが表示されます。 

■ I ; イニシャライズ、リビルド、整合性チェックは、ダイアログボックスからプロセスをキャン 
r^jq セルすることができます。 


メンテナンス機能 

GAM Server は 、 GAM Client から指定されたメンテナンスを行います。 


整合性チ：!:ック (Consistency Check ) 

整合性チェックは、システムドライブの冗長データ（パリティ）が正常であるか調べます。正 
常でなかったときは、エラー情報が Error Table に記録され、データの整合性を修復するこ 
とができます。 

整合性チェックは 、 [Controller View ] ウィンドウの [Logical Drive ] アイコンをタブルクリッ 
クして表示される [Logical Drive Information ] ダイアログボックスから行うことができま 
す。 

• 整合性をチェックしているときは、システムの性能を低下させることがあります。 

I ヒノト I • 整合性チェックのキャンセルは、 [ Views ] メニューの [Consistency Check Status ] を選 
択して表示されるステータスダイアログボックスから行うことができます。 

• 未初期化状態のシステムドライブは整合性チヱックを実行することができません。整合 
性チェックの前にイニシャライズを完了させておいてください。 


M -0 1 OMB 程度の小容量のシステムドライブの整合性をチェックすると、 [ completed ] ダイア 

□グポックスが表示されずに処理が終了することがあります （[Log Information Viewer ] 
へ [ started ] や [ finished ] のメッセージも出力されません)。 


イニシャライズ ( Initialize ) 

[ Administration ] メニューの [Initialize Logical Drives ] を選択することで、コンフィグレー 
シヨン時にイニシャライズしなかったシステムドライブをイニシャライズすることができま 
す。 

_ H ： イニシャライズのキャンセルは、 [ Views ] メニューの [Initialize Status ] を選択して表示され 
r ^ i るステータスダイアログボックスから行うことができます。 
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リビルド ( Rebuild ) 


システムドライブを構成しているハードディスクの1つが故障したときは、「リビルド 
( Rebuild )」 を行うことにより、故障したハードディスクのデータを復元することができま 
す。 

• リビルド中は、システムの性能を低下させることがあります。 

LSZLI • リビルドのキャンセルは、 [ Views ] メニューの [Rebuild Status ] を選択して表示される 
ステータスダイアログボックスから行うことができます。 

リビルドのキャンセルは、キャンセルできなかったり、キャンセルされたにもかかわら 
ず、ステータスやディスクアイコンの表示が更新されないことがあります。このような 
場合は 、 GAM Client を再度起動し直してから、キャンセルされたことを確認してくだ 
さい0 


• 手動リビルド(マニュアルリビルド） 

[Controller View ] ウィンドウのディスクアイコンをタブルクリックして表示される [Disk 
Device Information ] ダイアログボックスから手動でリビルドできます。 

• オー トリビルド 

アレイコント□ーラが自動的に行うリビルドには次の2つがあります。 

才ートリビルドは、キャンセルされることがあります （「rebuild was cancelled 」 のダイ 
アログボックスが表示される）。このような場合は、手動リビルドでリビルドしてくだ 
さぃ0 

-スタンパイリビルド 

ハードディスクが故障したとき、設定されているスタンバイディスク（ホットスペア） 
へデータをリビルドします。 

-ホットスワップリビルド 

故障したハードディスクに代わって交換されたハードディスクへデータをリビルド 
します。 


スタンバイディスク（ホットスペア ： Hot Spare ) の設定 

スタンバイディスクは、スタンパイリビルド実行時、故障したハードディスクのデータをリ 
ビルドするための予備のハードディスクです。スタンバイディスクは、次の2通りの方法で 
設定できます。 

• コンフィグレーション時 

[Manual Configuration ] の [New Configuration ] ダイアログボックスの [Disk Arrays ] 
タブで設定できます。 

• 運用時 

[Controller View ] ウィンドウで、新規またはコンフィグレーションされていない未使用 
のハードディスクのディスクアイコンを夕'ブルクリックすると表示される [Disk Device 
Information ] 夕'イアログボックスで設定できます。 











八ードディスクの接続 (Make Online ) • 切り離し (Make Offline ) 


ハードディスクの接続や切り離しは、 [Controller View ] ウィンドウで、ディスクアイコン 
をタブルクリックすると表示される [Disk Device Information ] ダイア□ク'ボックスで行う 
ことができます。 


アレイコント□ーラの保守 

[ Administration ] メニューの [Advanced Functions ] の [Flash utility ] は、アレイコント□— 
ラの保守用の機能です。 


謂—〇 この機能はシステムに重大な影響を及ぼすおそれがあるため、使用しないでください。 






自動クリーンアップツール 

自動クリーンアップツールは、コンシステンシチェックをするための Windows Powered 上で動作するコ 
マンドを提供します(以降、コンシステンシチェックコマンドと呼ぶ)。 

定期的なコンシステンシチェックの自動実行は 、 Windows Powered の標準機能である 「 AT コマンド」と 
「 Schedule サービス」を組み合わせてコンシステンシチェックコマンドを使用することにより実現します。 


動作環境 


自動クリーンアップツールのセットアップに必要な環境は次のとおりです。 

• 八ードウェア 

-本体 Mylex ディスクアレイシステムを構築している 

Express 5800シリーズ装置 

-メモリ 〇 S の動作に必要なメモリ+ 1 MB 以上 

-ハードディスクの空き容量 1 MB 以上 

• ソフトウェア Microsoft Windows Powered 

GAM ドライバ3.04 

GAMServer は、 StorageServer に組み込み済みです。また、再インストールの際にも自動 
UvjTI でインストールされます。インストール先は 「¥ winnt 」 です。 


制限事項 


自動クリーンアップツールを正しく動作させるために次の点に注意してください。 

• コンシステンシチェックコマンドは、ディスクアレイコント□ーラが持つコンシステン 
シチェック処理の起動 • 監視を行ラもので、コンシステンシチェックそのものの性能や 
処理の時間は、ディスクアレイコントローラ、ディスクアレイコント□ーラに接続する 
ディスク、チェック対象のシステムディスクのサイズなどに依存します。自動クリーン 
アップツール運用前にあらかじめ処理時間を測定し、システムに影響のないよラな時間 
にスケジュールされるように環境設定を行ってください。 

• コンシステンシチェックを実行している間は、システムの性能が低下することがありま 
す。 

• 作成直後の RAID ドライブやイニシャライズ(初期化）が完了していない RAID ドライブで 
は、データとパリティの整合性が不完全なため、コンシステンシチェックを実施する 
と、不整合を検出することがあります。（検出された不整合は、修復されますが、イニ 
シャライズにより、再度、初期化されます。） 
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環境設定 


自動クリーンアップツールは 31: 〇「 39636 「ソ 6 「にインス 1 —ル済みです。また、 Network 
Attached Storage CD-R 〇 M を使った再インストールの際も自動的にインス I ルされます 
(%SystemRoot% にインストールされます）。 

自動クリーンアップツールはそのままの状態でも使用することはできますが、使用環境に合 
わせたセットアップをする必要があります。 

設定は管理 PC から 「 WebUU を使って3扣「39636「ソ6「に接続し、変更します。 WebUI を管理 
PC にインストールしてください。インストールについては、2章の「システムのセットアッ 
プ」を参照してください。 

自動クリーンアップツールの環境設定は、 schedule サービスの設定/起動(「コンピュータの 
管理」にある「サービスとアプリケーション」の「サービス」）を行ってからスケジュール登録を 
行います。 


schedule サービスの設定/起動 

サービスの一覧から [Task Scheduler ] を選択し、プロパティの[全般]タブで以下を設定し 
ます。 

• スタートアップの種類：自動 
• サービスの状態： 開始 


自動クリーンアップツールのスケジュール登録 

Windows Powered のコマンドプ□ンプト画面から AT コマンドを入力して、自動クリーン 
アップツールの自動起動のスケジュールを登録してください。 

AT コマンドの詳細については、 Windows Powered のオンラインヘルプなどを参照してくだ 
rE/hi さい。 
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例えば、毎週日曜日と毎月1日の23:00に自動クリーンアップツールを自動実行する場合は、 
次のようにコマンドを入力します（自動クリーンアップツールの実行結果ログは、インストー 
ル先の cccon . log へ毎回追加されます）。 


>at 23:00 / every : su , 1 cccon.bat 

「23:00」：時刻。24時間形式(〇〇:〇〇〜 23:59) 

rsuJ : 曜日。曜日の頭文字 ( M (月曜日）、 T (火曜日）、 W (水曜日）、 Th (木曜日）、 F (金01日 ）、 S 

(土曜日）、 Su (日曜日）)。カンマで区切り複数指定可能。 

「1」： 日付。日付数値 (1 〜31)。カンマで区切り複数指定可能。 

cccon.bat から動作させる cccon.exe コマンドについては、 「cccon.exe コマンド」の項を参照 
L ヒント j してくださし、0 


運用と保守 


自動クリーンアップツールの運用および保守の際に必要な確認や手順について説明します。 


運用手順 

運用するときには、次の点について確認してください。 

• schedule サービスの起動確認 

システムのイベントログから schedule サービスが起動(開始)エラーになっていないこと 
を確認します。 

• スケジュールの起動確認 

システムのイベントログからスケジュール(自動クリーンアップツール)の起動(開始)エ 
ラーになっていないことを確認します。 

保守手順 

次のような保守をするときは、それぞれに説明している方法に従って操作してください。 

• 時刻の同期 

「NET TIME¥¥remote /SET /丫」コマンドにより、リモートマシンの時刻を □— カルマ 
シンの時刻に合わせます。 

「 AT ¥¥「 emote 」 コマンドにより、リモートマシンのスケジュール時刻を同期させます。 

• 自動クリーンアップツールの□グ収集および確認 

ファイル転送などにより、リモートマシンの自動クリーンアップツールのインストール 
先にあるログファイル 「 cccon . log 」 （コンシステンシチェックの実施結果が出力された 
ファイル)を収集し、内容(結果)を確認します。 
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cccon.exe コマン 


この項では、自動クリーンアップツールのスケジュール運用の際に使用するコンシステンシ 
チェックコマンド 「 cccon . exe 」 の実行方法とコマンドの詳細について説明します。 


実行形式 

• 形式 

cccon.exe [t! ■ プソヨン ] 

• オプション 

/F ConsistencyCheck の エラー 復旧を行う 

/Rnn 処理レー Km =0 〜 50,255 は処理強制停止)[既定値: 50] 

/Innnn 処理クロック値[ミリ秒] ( mm =0 〜)[既定値: 1000] 

/Ln ステー タスメッセージ出カレベル ( n =0 〜 5) [既定値: 3] 

/T ステータスメッセージに日付時刻を付加する 


ステータス メッセージ ー覧 

コンシステンシチェックコマンドを実行した際に出力されるステータスメッセージを次に示 
します。ステータスメッセージは、必要に応じて随時(複数）出力されます。 

• 基本形式 

# cc - dd < ssss >: zzzzzzzzzzzzzzzzz . 

- cc : コントローラ 番号 （ 10 進 [00 〜]の 2桁） 

99: 特定不可 

- dd : ドライブ番号 （ 10 進 [00 〜]の 2桁） 

99: 特定不可 

- SSSS : ステータスまたは簡易データ （16 進[〇〜 9 、 A 〜 F ] の 4桁） 

0000:正常 
FFFR 異常 

上記以外はメッセージに関連したステータスまたは簡易情報を示す。 

— ZZZZZZZZZZZZZZZZZ .： メッセージ(英数字 • 記号） 

• 拡張形式 

-付加情報へッタ' 

# cc-dd Byte : +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 +A +B +C +D +E +F 
_ 付力！]情報データ 

# cc-dd n 门 nn : xx xx xx xx xx xx xx xx xx xx xx xx xx xx xx xx 
cc : コントローラ番号 （ 10 進[〇〇〜]の 2 桁） 

99: 特定不可 

dd : ドライブ番号 (0 進[〇〇〜]の 2桁） 

99: 特定不可 

mm : 付！]□情報のバイトアドレス （16 進[〇〜 9 、 a 〜 f ] の 4 桁） 
xx : 付加情報のデータ （ 16 進[〇〜 9 、 a 〜 f ] の 2 桁 x Max 16/行） 
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• ステータスメッセージ 


メッセージ 

意味 

備考 

#99-99<0000>:Controller not found. 

コント□—ラ無し 


#99-99<ssss>:Controller found. 

コントローラ検出 

SSSS は検出したコント□—ラ数 

#cc-99<ssss>:RAID disks found. 

RAID ディスク検出 

SSSS は検出した RAID ディスク数 

#99-99<0000>:RAID disks not found. 

RAID ディスク無し 


#99-99<0000>:Rebuild or consistency 
check are already in progress. 

リビルド/コンシステンシ 
チェック中のコント□—ラ検出 


#cc-dd<0000>:A consistency check 
start. 

コンシステンシチェック開始完了 


#cc-dd<0106>:A rebuild or consistency 
check is already in progress. 

コンシステンシチェック開始不能 

リビルド/コンシステンシチェ 
ック中 

#cc-dd<0002>：0ne or more of the SCSI 
disks on which the given system drive is 
dependant is DEAD. 

コンシステンシチェック開始不能 

オフライン中 

#cc-dd<0105>:lnvalid system drive, or an 
attempt to consistency check a non- 
redundant system drive. 

コンシステンシチェック開始不能 

非 RAID ディスク 

#cc-dd<ssss>:lnvalid error occured! 

コンシステンシチェック開始不能 

ssss は CONSIST—CHK_ASYNC 

のステータス 

#cc-dd<0000>:A consistency check end. 

コンシステンシチェック正常終了 


#cc-dd<FFFF>:A consistency check end. 

コンシステンシチェック強制終了 


#cc-dd<ssss>:SDINFO:System drive 
information. 

コンシステンシチェック異常終了 
(付加情報有り） 

ssss は ENQUIRY のリビルドス 
テータス 

#cc-dd<ssss>:A rebuild is already in 
progress. 

コンシステンシチェック異常終了 

リビルド中 

ssss は0001または0002 

#cc-dd<00FF>:Disk offline. 

システムドライブステータス 

オフライン中 

#cc-dd<0004>:Disk critical. 

システムドライブステータス 

クリティカル中 

#cc-dd<ssss>:lnvalid systemdrive status. 

システムドライブステータス 

オンライン以外 

ssss はシステムドライブのステ 
ータス 

#cc-99<ssss>:RDBBT : Bad Block Table 
Information. 

不良ブロック情報（付加情報 
有り） 

ssss は検出した不良ブロック 
エントリ数 

#99-99<0000>:Consistency check 
normal end. 

正常終了 


#99-99<ssss>:Consistency check 
warnning end. 

警告終了 

ssss は終了コード 
(ERRORLEVEL) 


























自動クリーンアップツールについて補足的なことがらについて解説します。 

• リビルドが失^^する要因について 

ディスクのアクセス頻度が低い部分(パリティ部/未使用領域部)で、ディスク不良が蓄積 
されていると、リビルド時にパリティからデータを再生成できなくなるため、リビルド 
が失敗します。 


• RAID 5 ではデータリード時、パリティ部へのアクセスがないため、この部分のアク 
しヒント j セス頻度が低くなります。 

• リビルドはディスク全体が対象となるため、未使用領域についてもリビルドが行わ 
れます。 


ID 〇 


ID 1 


ID 2 


パリティ 

「0」 


データ 

n 」 


データ 

n 」 



データ （ID 2) とパリティ （ID 0) から 
データ （ ID 1) の情報生成不可 


リビルド失敗/2台同時 DEAD 発生! 


自動クリーンアップツールを導入すると 

ディスクアレイを構成しているハードディスク全体の「読み取りテスト」を行い、ディス 
ク不良（リードエラー）を検出すると、自動的に再書き込みを行います。この機能により 
不良部分を復旧し、ディスク不良の蓄積によるリビルドの失敗、およびハードディスク 
が2台同時に DEAD 状態になる危険性を低くします。 


ID 0 


ID 1 


ID 2 
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Array Recovery 
Tool 



Array Recovery Tool 

Array Recovery Tool は、 Mylex ディスクアレイシステムにおけるハードディスクの DEAD 状態を検出し、 
必要に応じて自動的に復旧を行うユーティリティです。 


Array Recovery Tool は Mylex ディスクアレイシステムの状態を定期的に監視し、ハード 
ディスクの DEAD を検出したとき自動復旧を行います。 

■： Array Recovery Tool による自動復旧は、スタンバイディスク (HOT SPARE に指定 しすこ n - 

\~ EyF ] ドディスク）が設定されていない Mylex ディスクアレイシステムに対して行われます。スタ 

ンバイディスクが設定されている Mylex ディスクアレイコントローラに接続しているハード 
ディスクが DEAD になった場合は、自動復旧を行いません。 

自動復旧は次の復旧作業を行います。 

• DEAD になったハードディスクに対するリビルド 

• DEAD になったハードディスクを含むシステムドライブに対する Consistency Check (コ 
ンシステンシチェック：整合性チェック） 

自動復旧機能は、 DEAD 回数が一定の値を超えていないハードディスクに対してのみ行われ 
ます。 DEAD 回数が一定の値を超えている場合、自動復旧は行われません。自動復旧が行わ 
れなかったハードディスクは、保守員と相談してからハードディスク交換などの対処を行っ 
てください。 

Array Recovery Tool は、 DEAD を検出したハードディスクに関する、 DEAD 発生回数、エ 
ラー発生回数などの統計情報をログファイルに登録します。ログファイルは、ハードディス 
クの問題を把握したり、寿命を判断する上での判断材料とすることができます。 

自動復旧作業の進埗状況は 、 Array 
Recovery Tool が Windows NT のイ 
ベントログに登録するイベントを参照 
することにより確認できます。また、 

ESMPR 0/ Se 「 ve 「 Manage 「' O 7 
ラート通報でも進埗状況を確認できま 
す0 




能概要 


Array Recovery Tool の 


* アラー ト 通報は、 StorageServer と 

ESMPR 〇 /36 「ソ 6 「 1\/|311396 「がィンストー ル 
されている管理 PC の間でサポートします。 



Mylex ディスク 
アレイシステム 
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Array Recovery Tool のインストール 


Array Recovery 「 ool は51:〇「39656「ソ6「にインストール済みです 0 

また、 Network Attached Storage CD-R 〇 M を使用した再インストールの場合には、自動 

的にインス I -ールされます。 

Array Recovery Tool を使用するにあたって、特に設定などは必要ありません。 


ESMPRO との連携 


Array Recovery Tool のイベントは、自動的に ESMPR 〇のアラートとして通報されます。 
Array Recovery Tool のアラートは、 ESMPR 0/ Se 「 ve 「 Manage 「 O 「75— トビューア」で参 
照できます。 

ESMPRO/ServerAgent と Array Recovery Tool は非同期に Mylex ディスクアレイシステム 
を監視します。そのため、 DEAD 検出などのアラート通報が、 ESMPR 〇 /ServerAgent と 
Array Recovery Tool で前後して通報されることがあります。 

Array Recovery Tool と ESMPR 〇 /ServerAgent がインストールされているシステムでハー 
ドディスクの DEAD を検出した場合のアラート通報は、おおむね次のようになります。 


順番 

アラートを通報したソフトウェア 

管理コンピュータでのアラート通報内容 

1 

ESMPRO/ServerAgent 

ハードディスク DEAD 検出 

2 

ESMPRO/ServerAgent 

システムドライブ CRITICAL 検出 

3 

Array Recovery Tool 

ハードディスク DEAD 検出 

4 

Array Recovery Tool 

ハードディスク Rebuild 開始 

5 

ESMPRO/ServerAgent 

ハードディスク Rebuild 中検出 

6 

Array Recovery Tool 

ハードディスク Rebuild 完了 

7 

ESMPRO/ServerAgent 

ハードディスク〇 NLINE 検出 

8 

ESMPRO/ServerAgent 

ハードディスク〇 NLINE 検出 

9 

Array Recovery Tool 

ハードディスク Consistency Check 開始 

10 

Array Recovery Tool 

ハードディスク Consistency Check 終了 


Array Recovery Tool が登録するイベント、通報するアラートの一覧は、 Array Rocovery 
Tool のヘルプを参照してください。 
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装置交換 


Array Recovery Tool は、 Mylex ディスクアレイシステムのハードウェア構成を監視してい 
ます。そのため、コント□ーラの構成を変更したり、ハードディスクを交換する場合、ハー 
ドウェア構成が変更されたことを Array Recovery Tool に通知する必要があります。 

具体的には、次の構成を変更した場合、変更したハードウェアの統計情報をリセットする必 
要があります。 

• Mylex ディスクアレイコント□ーラを追加、もしくは削除した場合 

すべてのハードディスクの統計情報をリセットします。 

• 八ードディスクを交換した場合 

交換したハードディスクの統計情報をリセットします。 

11-0 • 次の場合は、統計情報をリセットする必要はありません。 

一 Mylex ディスクアレイコント□ーラを交換した場合 
一八ードディスクを追加、もしくは削除した場合 

上記のようなケースでは 、 Array Recovery Tool が自動的にハードウェア構成の変更 
を認識します。 

• ESMPRO / ServerAgent の装置交換リセットも忘れずに実施する必要があります。 


統計情報のリセットは、コントロールパネ 
ルの [Array Recovery Tool ] から行いま 
す。 

コントロール パネルを使用するには、管理 
PC から 「 WebUU を使って StorageServer 
に接続し、 31：〇「396361^/6「のコントロール 
パネルで [Array Recovery Tool ] を起動し 
てください 

[Array Recovery Tool ] コント □— ルパネ 
ルの操作手順は、構成を変更した八ード 
ウェアの種類により異なります。 

具体的な装置交換手順については、コント 
□ールパネルのヘルプを参照してくださ 
い。ヘルプは、コントロールパネルの[へ 
ルプ]ボタンをクリックすると表示されます。 
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注意事項 


Array Recovery Tool を使用する上での注意事項について説明します。 


Array Recovery Tool の削除について 

Array Recovery Tool をシステムから削除すると、次のファイルは削除されずにシステムに 
残ります。そのままでもシステムに影響はありません。 

% SystemRoot %¥ lsUn 04 1 1 .exe 


サービス停止 • 再起動時の Rebuild、Consistency Check の実行について 

Array Recovery Service を停止 • 再起動した場合 、 Array Recovery Service の処理の実行 
状態によっては、自動復旧で実行する予定のリビルド、整合性チェック（コンシステンシ 
チェック）などを実行しない場合があります。 

(1) リビルドの実行中やリビルド実行待ちの状態でサービスを停止し、サービス停止中に該 
当するハードディスクをスタンバイディスクに設定した場合、実行予定のリビルド、コ 
ンシステンシチェックは実行されません。 「 Rebuild 開始」 (40040003) のイベントが登録 
されたままとなりますので注意してください。 

(2) コンシステンシチェックの実行中やコンシステンシチェック実行待ちの状態でサービス 
を停止した場合、サービス再開後にコンシステンシチェックは実行されません。 
「Consistency Check 開始」 (4004000 A ) のイベント、もしくは 「Consistency Check 実 
行待ち」 (4004000 B ) のイベントのイベントが登録されたままとなりますので注意してく 
ださい。 

DEAD を検出したハードディスクのステータスが自動復旧により 「 ONLINE 」 になっていれ 
ば、 GAM を使用してシステムドライブのコンシステンシチェックを実行してください。 


ディスクアレイシステム構成変更後のリセツトについて 

ディスクアレイコントローラの追加 • 削除や、ディスクの交換によリリセツトを行うとき、 
コントロールパネルの「ハードディスクの選択」欄に何も表示されない場合があります。 

この現象は、ディスクアレイシステムの構成変更時にコント□ーラ内部の情報に不整合が発 
生した場合に発生することがあります。 

本問題が発生した場合は、 GAM や DACADM などでディスクアレイシステムの構成を再確認 
して問題を取り除いてください。その後、システムの再起動もしくは Array Recovery 
Service を再起動し、再度、コント□—ルパネルの [Array Recovery Tool ] で統計情報をリ 
セツトしてください (Array Recovery Service の再起動は、コント□—ルパネルの[管理ツー 
ル]で行ってください)。 
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MWA 〜 Management Workstation Application 〜 

MWA (Management Workstation Application ) のインストールおよび起動方法、セットアップについて 
説明します。 

PI ： MWA のセットアップと運用に関する詳細な説明につぃては、 Express 5800 /StorageServer 

r^TTl 保守.管理ツール CD - R 〇 M 内のオンラインドキュメント 「MWA ファーストステップガイド」 
を参照してください。 


CD-ROM ドライブ: ¥ mwa ¥ mwa _ fsg.pdf 

機能と操作方法に関する詳細な説明については、 MWA のオンラインヘルプを参照してくだ 
さい。 


MWA に〇いて 


MWA は、ネツトワーク上から管理 PC ( ESMPR 〇/56^^「1\/|311396「が動作しているコン 
ピュータ）を使用して、 Express サーバをリモート管理するためのアプリケーシヨンです。 
Express 5800シリーズの運用管理を行ラ管理者の負担を軽減させることができます。 


管理 PC と Express シリーズ間の通信方法について 


MWA を使用する管理 PC が LAN 、 WAN 、 ダイレクト（シリアル ( COM ) ポート）のいずれかの 
方法で Express 5800シリーズと接続されていれば MWA を使ったリモート管理ができます。 


MWA の機能 


MWA は Express 5800シリーズの専用拡張 BIOS ( RomPilot ) やべースボードマネージメント 
コント□ーラ ( BMC ) と接続することにより以下の機能を実現しています。 

• リモートコンソール機能 

Express 5800シリーズの POST 実行画面および MS - DOS のブート中の実行画面を管理 
PC 上の MWA のウィンドウから見ることができます。またこの間、 Express 5800シリー 
ズを管理 PC のキーボードから操作できます。 

• リモートドライブ機能* 

管理 PC 上のフロッピーディスクドライブまたは、フロッピーディスクのイメージファイ 
ルから Express 5800シリーズを起動することができます。 

* LAN 接続時のみの機能です。 
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リモート電源制御 


管理 PC 上の MWA からリモートで、 Express 5800シリーズに対して以下の電源制御が行 
えます。 

-パワー〇 N/OFF 

-パワーサイクル（パワー〇 FF の後、しばらくしてパワー〇 N ) 

-リセツト 
-〇 S シャツトタ'ウン 

リモート情報収集 

管理用 PC 上の MWA からリモートで以下の情報を収集することができます。 

-システムイベントログ ( SEL ) 

-センサ装置情報 ( SDR ) 

-保守交換部品情報 ( FRU ) 

- CMOS 、 DMI 、 ESCD 、 PCI 1 青幸 g * 

- BMC 設定情報 

* LAN 接続時のみの機能です。 

ESMPRO との連携 

Express 5800シリーズの BMC からの装置異常などの SOS 通報を受信すると通報内容を 
解析して、 ESMPR 〇のアラートログへ自動的に登録します。 


動作環境 


MWA を動作させることができるハードウェア/ソフトウェア環境は次のとおりです c 

• 管理 PC (インス!-ールするコンピュータ） 


—コンピュータ 
—メモリ 

-八ードディスクの空き容量 
- LAN 接続時 

- WAN 接続時 
—ダイレクト接続時 

MWA でリモート保守する装置 


Windows 95/98/ Me、Windows NT 4.0 または 
Windows 2000で動作しているコンピュータ 
〇 S の動作に必要なメモリ十 5 MB 以上 
5 MB 以上 

TCP / IP ネットワーク 

ESMPRO/ServerManager Ve 「.3.3 以上がインス 
トールされていること 
モデム （19.2 Kbps 以上）、電話回線 
RS -232 C クロスケーブルまたは RS -232 C インタリ 
ンクケーブル 


Express 5800シリーズの添付ユーザーズガイドに MWA の記載がある装置。対象装置に 
は、 RomPilot 、 BMC 、 SMC のいずれがが搭載されています。本装置には RomPitot 、 
BMC が搭載されています。 
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MWA のインス I ル 


MWA を使って本装置を管理するには、管理 PC 側に MWA をインストールしてください。 
インストールには 「 Express 5800 / StorageServer 保守 • 管理ツール CD - R 〇 M 」 を使いま 
す。 

1. Windows 2 〇〇 ◦ または Windows NT 4.0、 Windows 95/98/Me を起動する。 

2. 「 Express 5800 /StorageServer 保守 - 管理ツール CD-R 〇 M 」 を CD-ROM ドライブにセットす 
る。 

Autorun 機能により 「Install Menu 」 が自動的に表示されます。 

3. [MWA] をクリックする。 

右図のメニュー上で右クリックしても 
ポップアップメニューが表示されま 
す0 


MWA のインストーラが起動します。イ 
ンストーラの指示に従ってインストール 
してください。 



■J モートマネージメントコンフイグレーシヨン 


コンフィグレーシヨンで必要なものは次のとおりです。 

• Express 5800 /StorageServer 保守 • 管理ツール CD-ROM 
• 設定情報 

リモート管理する Express 5800シリーズの装置台数分の以下の設定情報が必要です。 
— 共通 

□ Express 5800シリーズモデル名 
□ コンピュータ名 
□ セキュリティ キー 
□ コミュニティ名 
n 通報手順 

全通報メディア/1つの通報メディア 
n 通報リトライ回数 
n 通報タイムアウト（秒） 
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- LAN 接続時 

□ Express 5800シリーズ装置側 

IP アドレス 
サブネットマスク 
デフォルトゲートウェイ 
パスフレーズ 
□ 通報レベル ( LAN ) 
n 1次通報先/管理 pc ( i ) ip アドレス 
n 2 次通報先/管理 PC (2) IP アドレス 
n 3次通報先/管理 PC (3) IP アドレス 
n リモート制御 ( LAN ) 

- WAN / ダイレクト接続時 

n Express 5800シリーズ装置側 

使用モード（モデム/ダイレクト接続） 

ボーレート 
フロー制御 
ダイヤルモード 
□ 通報レベル ( WAN / Direct ) 

□ PPP サーバ接続 

PPP ユーザ名 
PPP パスワード 
n 1次通報先電話番号 
n 2 次通報先電話番号 

n 1次通報先/管理 pc ( i ) ip アドレス * lan と共用 
n 2次通報先/管理 PC (2) IP アドレス * LAN と共用 
n 3次通報先/管理 PC (3) IP アドレス * LAN と共用 
n 初期化コマンド 
n ハングアップコマンド 
□ エスケープコード 

□ リモート制御 ( WAN / Direct ) 

□ 接続 Ring 回数 
□ 通報レベル(ページャ） 
n 1次通報先(ページャ）電話番号 
n 2 次通報先(ページャ）電話番号 
□ ページャメッセージ 
n ガイドメッセージ待ち時間 

Express 5800シリーズ装置側のコンフィグレーションには2通りの方法があります。 
Express 5800 / StorageServer 保守 • 管理ツール CD - ROM から Express 5800シリーズを起 
動して実行する「システムマネージメントの設定」によるコンフィグレーションと 
Exp 「 ess 5800 シリーズ装置の Windows 2000または Windows NT 上から起動する MWA 
Agent によるコンフィグレーションです。 

コンフィグレーションは MWA 側と Express 5800シリーズ装置側の両方必要です。詳細な手 
順については、 「 Express 5800 / StorageServer 保守.管理ツール CD - ROM 」 内にある 
「 MWA ファーストステップガイド」または MWA のオンラインヘルプを参照してください。 
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エクスプレス通報サービス 

エクスプレス通報サービスに登録することにより、システムに発生する障害情報(予防保守情報含む）を電 
子メールやモデム経由で保守センターに自動通報することができます。 

本サービスを使用することにより、システムの障害を事前に察知したり、障害発生時に迅速に保守を行っ 
たりすることができます。 

また、お客様のサーバ上で動作するエクスプレス通報サービスと、クライアント上で動作するシステム監 
視サービス （ DMIT 〇〇 L ) を連携させることでシステムを安定に稼働させることができる、クライアント/ 
サーバ型の保守サービス （ PC 通報連携機能）を提供しています。 


動作環境 


エクスプレス通報サービスをセットアップするためには、以下の環境が必要です。 

八ードウェア 

• メモリ 6.0 MB 以上 

• ハードディスクの空き容量 2.0 MB 以上 
• モデム 

ダイヤルアップ経由の通報を使用する場合、モデムが必要です。ダイヤルアップ経由エ 
クスプレス通報用指定モデム (COMSTARZ MULTI 14411、288、336、560、56011の 
いずれか） 

• メールサーバ 

電子メール経由の通報を使用する場合、 SMTP をサボートしているメールサーバが必要 
です。 

ソフトウェア 

• Microsoft ® Windows ® 2000日本語版 ( Server/Advanced Server / Professional ) 

• Microsoft ® Windows NT ® 4.0日本語版 ( Server / Workstation ) 

• ESMPRO/ServerAgent Ver .3.1 以降 


セットアップに必要な契約 


セットアップを行ラには、以下の契約等が必要となりますので、あらかじめ準備してくださ 
い。 

• 本体装置のハードウェア保守契約、またはエクスプレス通報サービスの契約 

本体装置のハードウェア保守契約、またはエクスプレス通報サービスのみの契約がお済 
みでないと、エクスプレス通報サービスはご利用できません。契約内容の詳細について 
は、お買い求めの販売店にお問い合わせください。 
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• 通報開局 FD 

契約後送付される通報開局 FD が必要となります。まだ到着していない場合、通報開局 FD 
が到着してから、セットアップを行ってください。 

エクスプレス通報サービスのセットアップについては保守サービス会社にお問い合わせくだ 
さい。 


インス I ル 


エクスプレス 通報サービスは31:〇「39636「ソ6「にインストール済みです。また 、 Network 
Attached Storage CD-R 〇 M を使った再インストールの 際 も自動的にインストールされま 
す。 

エクスプレス通報サービスは使用環境に合わせたセットアップをする必要があります。 

設定は管理 PC から 「 WebUU を使って3扣「396361^^「に接続し、変更します。 WebUI を管理 
PC にインストールしてください。インストールについては、「セットアップ」の「システムの 
セットアップ」を参照してください。セットアップについては、保守サービス会社にお問い 
合わせください。 


PC 通報連携機能 


PC 通報連携機能は、クライアントで発生した障害の情報を電子メールやモデム経由で保守 
センターに自動通報するサービスです。このサービスを使用することにより、クライアント 
の障害を事前に察知したり、障害発生時、すみやかに保守することができます。 

別途 PC 通報連携機能での契約が必要となります。セットアップや契約についてはお買い求 
めの販売店または保守サービス会社にお問い合わせください。 
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保守 • 管理 ツール 

「保守-管理ツール」は、3的「396361^^「を保守-管理するための統合ソフトウェアです。 


起動方法 


保守 • 管理ツールを実行するには、添付の 「 Express 5800 / StorageServeiMS ，’ 管理ツー 
ル CD - R 〇 M 」 から3比「39636「ソ6「を起動します。起動方法には管理コンピュータと 
31:〇「396361^/6「の接続の状態により、次の2つの方法があります。 

ここの説明にある 「 MWA 」 のインス I -ール方法および設定方法については、176ページを参 
照してください。 


ダイレクト接続 ( COM 2) された管理コンピュータから実行する 

3的「39636〜6「の(^^2ポートにダイレクト接続された管理コンピュータから、以下の手順 
で保守 • 管理ツールを実行します。手順中にある 「 MWA 」 に関する詳細は、 MWA ファースト 
ステップガイドをお読みください。 

1. 管理コンピュータに MWA をインストールする。 

2 . MWA の[ファイル]メニューから[環境設定]- [ C 〇 M ポート]の順にポイントし、 「 COM ポートの 
設定」情報を表示させ、以下のよラに設定する。 

く COM ポートの設定> 

ポート： 接続する管理コンピュータ側の COM ポート 

ボーレート：19200 
フロー制御： None 

3 . MWA の 「RomPilot & BMC 搭載モデル用簡易コンフィク'レーション」を実行してコンフィグレー 
ション情報を登録する。 

「 RomPilot & BMC 搭載モデル用簡易コンフィグレーション」画面は、 MWA の[ファイル]メニュー 
から[コンフィグレーション]、[新規作成]の順にポイントし、「設定モデルの選択(新規作成)」画 
面を表示させ、 [ Express 5800/ StorageServer ] を選択することにより表示されます。このと 
き、 [ FD 書き込みを行う]にチエックしないでください。 

4 . [プロパティ]ダイアログボックスが表示されたら、以下のように設定する。 

<[ ID ] ページ> 

接続形態： COM 

COM : ダイレクト（クロスケーブル） 

5 . MWA の[ファイル]メニューの[開く]コマンドからサーバを選択してサーバウィンドウを開き、 
[接続]ボタンをクリックする。 

6 . StorageServer の COM 2( シリアル）ポートに管理コンピュータをダイレクト接続する。 

7 . StorageServer の CD-ROM ドライプに Express 5800 /StorageServer 保守 • 管理ツール CD - 
ROM をセツトする。 
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8 . 電源を〇 FF / ON して StorageServer を再起動する。 

1回リブート後、管理コンピュータの画面上にメインメニューが表示され、各種保守•管理ツー 
ルを管理コンピュータがら実行できるようになります。 


LAN 接続された管理コンピュータから実行する 

Sto 「 ageSe 「 ve 「 C * v トワークを経由して接続されている管理コンピュータか6、以下の手 
順で保守 • 管理ツールを実行します。 

設定情報を作成する場合、 MWA の[ファイル]メニューから[コンフィグレーション]—[新規 
作成]の順にポイントし、[設定モデルの選択(新規作成)]ダイアログボックスを表示させ、 
[ FD 書き込みを行う]にチェックし、 [ Express 5800 / StorageServer ] を選択してください。 
[RomPilot & BMC 搭載モデル用コンフィグレーション]ダイア□グボックスが表示されま 
す。 

「 MWA 」 に関する詳細は、 MWA ファーストステップガイドをお読みください。 

1. 管理コンピュータに MWA をインストールする。 

2 . フォーマット済みの 1.44 MB のフロッピーディスクを管理コンピュータのフロッピーディスクド 
ライブにセットする。 

3 . MWA の 「RomPilot & BMC 搭載モデル用コンフィグレーション」を実行し、設定情報を以下のファ 
イル名でフロッピーディスクに書き込む。 

<ファイル名> 

NICS . RC.CFG 

4 . [プロパティ]ダイアログボックスが表示されたら、以下のように設定する。 

く[アラート通知]ぺージ> 

[標準設定を使用する]のチェックを外して[アクティべ一卜]のリセットにチェックする。 

5 . MWA の [ RomPilot 接続時の動作]で [ MWA モードで実行]をチェックする。 

[ RomPilot 接続時の動作]は、 MWA の[ファイル]メニューの[開く]コマンドからサーバを選択し 
てサーバウィンドウを開き、そのウィンドウ上で右クリックして表示されるポップアップメ 
ニューにあります。 

6 . StorageServer の CD-ROM ドライプに Express 5800 /StorageServer 保守 • 管理ツール CD - 
R 0 M をセットし、フロッピーディスクドライブに設定情報 ( NICS _ RC . CFG ) を格納したフ□ッ 
ピーディスクをセットする。 

7 . 電源を〇 FF /0 N して StorageServer を再起動する。 

1回リブート後、管理コンピュータの画面上にメインメニューが表示され、各種保守•管理ツー 
ルを管理コンピュータから実行できるようになります。 
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メインメニュー 


メインメニューにある項目は、保守 ■ 管理ツールに収められている各種ユーティリティを個 
別で起動し、オペレータが手動で各種診断、 BIOS 更新などを行ラことができます。 

<メインメニュー> 


• オフライン保守ユーティリティ 
• システム診断 
• サボートディスクの作成 
• 各種 BIOS/FW のアップデート 
• システムマネージメント機首巨 
• ブート監視の設定 
• ヘルプ 
•終了 


次にメインメニューにある項目について説明します。 

• オフライン保守ユーティリティ 

オフライン保守ユーティリティは、31：0「39636「ソ6「の予防保守、障害解析を行うための 
ユーティリティです。 ESMPR 〇が起動できないような障害が3的「396361^^「に起きた場 
合は、オフライン保守ユーティリティを使って障害原因の確認ができます。 

• システム診断 

本体装置上で各種テストを実行し、本体の機能および本体と拡張ボードなどとの接続を 
検査します。 


本機能は、ダイレクト接続 ( COM 2) からの実行はできますが、 LAN 接続での実行はでき 
ません。また、ネットワークへの影響を防止するためにも31：0「39636「ソ6「本体に接続し 
ている LAN ケーブルはすべて取り外しておいてください。 


• サボートディスクの作成 


サポートディスクの作成では、保守 • 管理ツール内のユーティリティをフロッピーディス 
クから起動するための起動用サポートディスクを作成します。なお、画面に表示された夕 
イトルをフロッピーディスクのラベルへ書き込んでおくと、後々の管理が容易です。 

M -〇 「サボートディスクの作成」で作成できるディスクで起動時にメッセージが表示されま 
gmm す。メッセージが表示されている間に、 < r > キーを押すことで管理コンピュータから操 
作することができるようになります。 


Starting xxxxxxxxxxxxxxxxxx . 

Press ' R ' key if you want to operate from the remote console . 


サポートディスクを作成するためのフロッピーディスクはお客様でご用意ください。 
- MS - DOS 起動ディスク 


MS - DOS システムの起動用サポートディスクを作成します。 


本体装置にキーボードが接続されていない状態では、 < R > キーを押さないと起動し 
ません。本体装置にキーボードがされていない状態で、管理コンピュータから操作 
する場合は必ず < R > キーを押して起動してください。 
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オフライン保守ユーティリティ 

オフライン保守ユーティリティの起動用サポートディスクを作成します。 
システム診断ユーテイリテイ 


システムチェックプ□グラムの起動用のサポートディスクを作成します。本体装置 
にキーボードが接続されていない状態で起動する場合、システム診断画面は□一力 
ルコンソール画面に表示されません。□一カルコンソール画面に表示し、操作を行 
ラ場合は、必ず本体装置にキーボードを接続して、起動してください。 

• 各種 BIOS/FW のアップデート 

インターネットで配布される「各種 BIOS / FW のアップデートモジュール」を使用して、本 
体装置の BIOS やファームウェア ( FW ) をアップデートすることができます。「各種 BIOS / 
FW のアップデートモジュール」については、次のホームページに詳しい説明がありま 
す。 

『58番 i 主 j 』 ： http :// www . express . nec . co.jp 

各種 BI 0 S / FW のアップデートを行う手順は配布される「各種 BI 0 S / FW のアップデートモ 
ジュール」に含まれる 「 README . TXT 」 に記載されています。記載内容を確認した上で、 
記載内容に従ってアップデートしてください。 「 README.TXT JttWindows NT のメモ 
帳などで読むことができます。 

I VI-O BI 0 S/FW のアップデートプ□グラムの動作中は本体装置の電源を OFF にしないでくだ 
Emm さい。アップデート作業が途中で中断されるとシステムが起動できなくなります。 


• システム マネージ メント機能 

通報機能、リモート制御機能を使用するための設定を行います。 

• ブート監視の設定 

起動時 0 S の起動(ブート）を監視し、 0 S が一定時間内に起動しない場合、リブートを行 
い再起動を行ラブート監視機能があります。 

〇 s を再インストールする場合は、ブート監視を無効にしてください。〇 S のインス!-一 
ルが終了し、システムの運用を開始する場合は、ブート監視を有効にしてください。 

-〇 S のブート監視を無効にする 

〇 S のブート監視機能を無効にします。〇 S を再インストールするときは必ずブート 
監視を無効にしてください。 

-〇 S のブート監視を有効にする 

〇 S のブート監視機能を有効にします。〇 S を再インストール後、必ずブート監視を 
有効にして、システム運用を行ってください。 

• ヘルプ 

保守 • 管理ツールの各種機能に関する説明を表示します。 

• 終了 

保守 • 管理ツールを終了します。 
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Install Menu 


Windows 95/98/ Me 、 または Windows 
2000, Windows NT 4.0 が動作している 
コンピュータ上で添付の 「 Exp 「 ess 5800/ 

StorageServer 保守-管理ツール CD - 
ROM 」 をセットすると 、 「Install Menu 」 が 
自動的に起動します。 

響一 システムの状態によっては自動的に 

起動しなぃ場合があります。 CD - 
ROM 上の次のファイルをエクスプ 
口ーラ等から実行してくださぃ。 

¥ IMENU ¥1 ST.EXE 

Install Menu にある項目は次のとおりです。 

• 初期設定 ツール 

3 扣「 396361 ^^「のセッ トアップの際に必要となる「設定ディスク」を作成するツールで 
す。クリックするとコンピュータにツールをインストールします。 

• ESMPRO 

ESMPRO / ServerManagei^Global Array Manager Client など31:〇「396361^/6「を管 
理 • 監視するアプリケーションをインストールします。 

• MWA 

リモート管理ユーテイリテイである 「MWA (Management Workstation Application )」 
をインストールすることができます。 

終了する場合は、 [ Quit ] をクリックしてください。 

11-0 CD - ROM をドライブから取り出す前に 、 Install Menu を終了させておいてください。 
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オフライン保守ユーテイ U テイ 

オフライン保守ユーティリティは、3的「39636^^「の予防保守、障害解析を行うためのユーティリティで 
す。 ESMPR 〇が起動できないような障害が31:〇「396361^/6「に起きた場合は、オフライン保守ユーティリ 
ティを使って障害原因の確認ができます。 

M -0 • オフライン保守ユーティリティは通常、保守員が使用するプ□グラムです。オフライン 

保守ユーティリティを起動すると、メニューにヘルプ(機能や操作方法を示す説明)があ 
りますが、無理な操作をせずにオフライン保守ユーティリティの操作を熟知している保 
守サービス会社に連絡して、保守員の指示に従って操作してください。 

• オフライン保守ユーティリティが起動すると、クライアントから StorageServer ヘア 
クセスできなくなります。 


オフライン保守ユーテイリテイの起動方法 


オフライン保守ユーティリティは次の方法で起動することができます。 

I n -〇 本装置では、オフライン保守ユーティリティを保守用パーティシヨンから起動する機能をサ 
ポートしていません。 

• Express 5800 /StorageServer 保守 • 管理ツール CD - ROM からの起動 

Express 5800 / StorageServeiMS —' 管理ツール CD - ROM でシステムを起動し、メイン 
メニューから「オフライン保守ユーティリティ」を選択すると、 CD - ROM よりオフライン 
保守ユーティリティが起動します。 

• フロッピーディスクからの起動 

保守 • 管理ツールのメインメニューにある「サボートディスクの作成」で作成した「オフ 
ライン保守ユーティリティ起動 FD 」 をセットして起動すると、オフライン保守ユーティ 
リティが起動します。 
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オフライン保守ユーテイ 1 J テイの機能 


オフライン保守ユーティリティを起動すると、以下の機能を実行できます。 

• IPMI 情報の表示 

IPMI(Intelligent Platform Management Interface ) におけるシステムイベント□グ 
( SEL )、 センサ装置情報 ( SDR )、 保守交換部品情報 ( FRU ) の表示やバックアップをしま 
す。 

本機能により、システムで起こった障害や各種イベントを調査し、交換部品を特定する 
ことができます。 

• BIOS セットアップ情報の表示 

BIOS の現在の設定値を表示したり、テキストファイルへ出力したりします。 

• システム情報の表示 

プロセッサや BIOS などに関する情報を表示したり、テキストファイルへ出力したりしま 
す。 

• システム情報の管理 

お客様の装置固有の情報や設定のパックアップ(退避）をします。 

バックアップをしておかないと、ボードの修理や交換の際に装置固有の情報や設定を復 
旧（リストア）できなくなります。システムのセットアップが終了した後、システム情報 
をバックアップすることをお勧めします。 

次の手順に従ってバックアップをしてください。 

1. オフライン保守ユーティリティを起動する。 

2. 3.5 インチフロッピーディスクを用意する。 

3. [システム情報の管理]から[退避]を選択する。 

以降は画面に表示されるメッセージに従って処理を進めてください。 

| M-O なお、リストア(復旧）は操作を熟知した保守員以外は行わないでください。 

I 
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システム診断(お客様用） 

システム診断（お客様用）は3的「396361^^「に対して各種テストを行います。 

「保守 • 管理ツール」の「ツール」メニューから「システム診断(お客様用)」を実行して3的「39636〜6「を診断 
してください。 


システム診断(お客様用)の内容 


システム診断（お客様用）には、次の項目があります。 

• Sto 「 ageSe 「 vei 1：^ U 付けられているメモリのチェック 

• CPU キャッシュメモリのチェック 

• システムとして使用されているハードディスクのチェック 

• 31:〇「396361^/6「に標準装備しているネットワーク ( LAN ) コントローラのチェック 

I n-O システム診断(お客様用)を行う時は、必ず本体に接続している LAN ケーブルを外してくだ 

さい。接続したままシステム診断(お客様用）を行うと、ネットワークに影響をおよぼすお 
それがあります。 

■ I ： ハー ドディスクのチェックでは、ディスクへの書き込みは行ぃません。 

[tyF\ 


システム診断(お客様用)の起動と終了 


システム診断の内容は、 StorageServerOCOIV ^ f — 卜とダイレクト接続された管理コン 
ピュータから確認します。 

起動方法は次のとおりです。 

M -0 保守 • 管理ツールの起動方法には、ダイレクト接続 ( COM 2) と LAN 接続の2つの方法があ 
匾^ りますが、システム診断ではダイレクト接続 ( COM 2) を使用することができます。 LAN 接 
続は利用できません。 


1 ■ rExpress 5800 /StorageServer 保守-管理ツール CD - R 〇 M 」 を StorageServer の CD-ROM ドラ 
イプにセットする。 

2. シャットダウン処理を行った後、 StorageServer の電源を〇 FF にし、電源コードをコンセントか 
ら抜く。 

3. 本体に接続している LAN ケーブルをすべて取り外す。 

4. StorageServer と管理コンピュータをダイレクト接続 ( COM 2) し、電源コードを接続する。 
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システムバー 


タイトルパー 

A 


夕ーゲットスコープ(四隅試験 


が白黒反転したカーソル） 


ウインドウ 


システムバー： 

タイトルバー： 

試験ウィンドウ： 

ターゲットスコープ： 


試験中に時間などの情報が表示されます。診断終了後には、ウィンドウ 
を操作するキーの説明が表示されます。 

診断の項目が表示されます。エラーを検出したときは、項目が点滅しま 
す。 

診断の経過、または結果が表示されます。 

試験ウィンドウを選択するための力ーソルです。キーボードの力ーソル 
キーで他の試験ウィンドウに移動します（ここで < Enter > キーを押す 
と、選択したウィンドウに対する確認ができます。もう一度、 < Enter > 
キーを押すと元の画面に戻ります）。 


w-OBM 

画面を切り替えるキー操作では、次のキーを押してください。 

PageUp : < Ctrl > + < A > PageDown : < Ctrl > + < Z > 

システム診断(お客様用）でエラーがあった場合はタイトルバーに表示されている診断の項目が点滅 
することで警告を促します。エラーメッセージを記録して保守サービス会社に連絡してください。 


7 . < Q > キーを押して、メニューの中から [ reboot ] を選択する。 

StorageServer が再起動し、システムが Express 5800/ StorageServer 保守 • 管理ツール CD - 
ROM から起動します。 


8 . 保守 • 管理ツールを終了し、 CD - ROM ドライプから Express 5800/ StorageServer 保守 • 管理 
ツール CD - R 〇 M を取り出す。 

9 . StorageServer の電源を〇 FF にし、電源コードをコンセントから抜く。 

10. 手順4で接続したケーブルを取り外す。 

11. 手順3で取り外した LAN ケープルを接続し直す。 

12. 電源コードをコンセントに接続する。 


5 . 「 Express 5800 /StorageServer 保守 • 管理ツール CD - ROM 」 から StorageServer を起動する 0 

詳しくは182ページを参照してください。管理コンピュータの画面にはメインメニューが表示さ 
れます。 

6 . [システム診断メニュー]の[システム診断（お客様用）]を選択する。 

システム診断(お客様用）を開始します。約3分で診断は終了します。 

診断を終了するとディスプレイ装置の画面が次のような表示に変わります。 


-I 

:f = 




□■■■1 


一■口 

■ 




以上でシステム診断は終了です。 














フェイル • オーパー機能 

〇 S の起動に失敗したときに自動的にバックアップ〇 S (ミラーリング〇 S ) から起動させる機能です。フェイ 
ル-オーバー機能は、 NS 8100 -722 J 01 で使用できます。 


動作説明 


フェイル • オーバー機能は2台のシステムボ 
リューム(ハードディスク）間でミラーリング 
されている環境で機能します。 


1台目のシステムボリュームからの起動に失 
敗すると、起動リトライを2回試みます。そ 
れでも起動できなかった場合にもラー方の 
ディスウから起動する機能です。 

システムの起動は各システムボリュー 
Iヒン jT| 厶とも、リトライを2回(最初の起動を 

加えると合計3回）ずつ起動動作を試み 
ます。 


イル.オーバー機能の運用と保守 


• フェイル • オーバー機能を有効にするには、添付の 「 Express 5800 /StorageServeiMS 
守-管理ツール CD - R 〇 M 」 から3的「39636〜6「を起動し、システムの初期化を行ってくだ 
さい(保守 • 管理ツール CD - ROM から起動するだけで初期化を実行します）。 

初期化後、システムは自動的に再起動します。 Express 5800/31:〇「39636「ソ6「保守-管 
理ツール CD - ROM を CD - ROM ドライブから取り出してください。 

• ハードディスクの増設やハードディスクの故障による交換を行った後も保守 • 管理ツー 
ル CD - ROM を使ってシステムの初期化を実行してください。 

• エクスプレス通報サービスを登録されている場合は、システムの起動に失敗すると次の 
エラーコードが保守サービスセンターに自動的に通報されます。 

POST Error Code : OBFxh 

( x =0, 1、〇 BFOh は 1 台目のハードディスクからの起動失敗を示し、〇 BFIh は2 
台目のハードディスクからの起動失敗を示す） 

エラーコー ドは、起動に失敗した回数分保守サービスセンターに通報されます。 



StorageServer アプリケ—シヨン 


191 





















注意事項 


フェイル • オーバー機能を利用する際に注意していただきたい点を示します。 

• フェイル•才ーパー機能は、 NS 8100-722 J 01 で使用できます。 

• 〇 S のミラーリンク'機能を有効にします。出荷時は有効にしていますが 、 StorageServer 
ソフトウェアの再インストールをした場合などに設定が必要です。次の 「0 S のミラーリ 
ング機能の設定手順」を参照してください。 

• フェイル • オーバー機能はシステムボリュームがミラーリングされた2台のハードディス 
クまでサポートします。3台目以降のデータ用ドライブへのフェイル • オーバーはしませ 
ん〇 

• フェイル•オーバー機能を有効にした後、システム BIOS の設定を変更しないでくださ 
し、変更すると、ファイル•オーバー機能が正しく動作しなくなります。 


0 S のミラーリング機能の設定手順 ( NS 8 100-722のみ) 


WebUI のターミナルサービスクライアント（ターミナルサービス Advanced Client ) にて 
3的「396361^^「に接続した後、以下の手順でソフトミラーの設定を行います。 

1 . [スタート] — [設定]—[コントロールパネル] — [AdministrativeT ools ] — 
[ ComputerManagement ] から、「記憶域」の下の「ディスクの管理」をクリックする。 

2. ディスク1が「〇不明」の状態になっている場合、右クリックして[署名]をクリックする。 

3. 署名するディスク(ディスク 1) を選んで[〇 K ] をクリックする。 

「〇不明」が「ベーシック」に変わります。 

4. ディスク◦で右クリックして、[ダイナミックディスクにアップグレード]をクリックする。 

5. 「次のベーシックディスクをアップグレードします」で、ディスク 1 もチェックして[〇 K] をクリッ 
クする。 

0ディスク〇(すでにチェックされている） 

厂ディスク1 

アップグレードするディスクの一覧が表示されます。 

6 . [アップグレード]をクリックする。 

「アップグレードしますか？」と確認されます。 

7. [はい]をクリックする。 

「マウント解除します。続行しますか？」と確認されます。 

8 . [はい]をクリックする。 

システムの再起動が開始されます。 WebUI は残りますが、ターミナルサービスのウィンドウがな 
<なります。 
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9. 起動後、 WebUI の夕ーミナルサービスクライアントにて StorageServer に接続する。 

起動の確認には Ping コマンドなどを使用してください。 

1 0. [スタート]—[設定] — [コントロールパネル] — [AdministrativeT ools ] — 
[ ComputerManagement ] から、「記憶域」の下の「ディスクの管理」をクリックする。 

11 . 「ディスクの管理」にて、 C : で右クリックして、[ミラーの追加]をクリックする。 

12 . ディスク1をクリックして[ミラーの追加]をクリックする。 

( Q ) のために、ミラー領域として使用するディスクに選択されます。 

これでプートボリュームをミラーしました。ミラーディスクから起動できるようにするには 
boat . ini ファイルにエントリを追加します。[〇 K ] をクリックすると、ミラーリングが開始されま 
す。 

13. ディスク◦の残りのボリュームに関しても手順11、12と同様の手順でミラーを行う。 
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